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お
風
呂
掃
除

　
　
　
　
　
よ
う
た
︵
小
６
︶

　
ぼ
く
は
、
お
風
呂
掃
除
は
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
は
ぼ

く
の
家
の
お
風
呂
掃
除
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
お
風
呂
掃
除
は
、
た
ま
に
お
母
さ
ん
が
や
っ
て
く
れ
ま

す
が
、
だ
い
た
い
ぼ
く
か
弟
が
や
り
ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
部
活

で
忙
し
い
の
で
、
ぼ
く
か
弟
が
や
り
ま
す
。
ぼ
く
と
弟
は
お
風
呂

掃
除
は
や
り
た
く
な
い
の
で
、
ど
ち
ら
が
す
る
か
を
、
じ
ゃ
ん
け

ん
か
ゲ
ー
ム
で
決
め
ま
す
。
じ
ゃ
ん
け
ん
は
、
弟
が
最
初
に
チ
ョ

キ
を
出
す
の
で
、
ぼ
く
は
グ
ー
を
出
し
ま
す
。
た
ま
に
ぼ
く
が
、

「
じ
ゃ
ん
け
ん
で
決
め
よ
う
。」

と
言
っ
た
と
き
に
、自
信
満
々
で
「
い
い
よ
。」
と
言
っ
て
く
る
の
で
、

パ
ー
を
出
し
て
く
る
な
と
だ
い
た
い
分
か
り
ま
す
。
な
の
で
ぼ
く

は
チ
ョ
キ
を
出
し
ま
す
。

　
弟
は
と
て
も
分
か
り
や
す
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
ぼ
く
が
勝
ち
ま

す
。
で
も
、
先
を
読
み
す
ぎ
て
ぼ
く
が
負
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
じ
ゃ
ん
け
ん
は
，
こ
の
調
子
で
勝
ち
た
い
で
す
。
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本
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
９
４
年
２
月
の
発
足
か
ら
昨
年
が
30
周
年
の
節
目
に

当
た
る
１
年
で
し
た
。
こ
の
「
セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん
」
が
特
集
Ⅲ
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
今
年
度
３
回
目
の
特
集
と
な
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
発
足
当
初
に
す
で
に
わ

が
国
の
、
そ
し
て
県
内
の
学
校
と
子
ど
も
に
は
様
々
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
状
況
は
徐
々
に
増
幅
し
、前
２
回
の
特
集（
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
）

や
研
究
年
報
４
号
で
提
起
し
た
よ
う
に
、
事
態
は
近
年
一
層
の
深
刻
さ
を
呈
し
て

き
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
つ
う
し
ん
」
で
は
、
そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
当
セ
ン
タ
ー
が

こ
の
10
年
間
に
行
っ
て
き
た
主
な
活
動
や
取
り
組
み
を
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や

す
く
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
は
、
発
足
か
ら
約
20
余
年
間
、
中
森
孜
郎
・
春
日
辰

夫
の
両
氏
が
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
10
年
間
は
、
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、

発
展
さ
せ
る
役
割
を
負
っ
て
、
２
０
１
５
年
度
よ
り
所
長
は
菅
井
仁
氏
が
、
17
年

度
よ
り
運
営
委
員
長
を
数
見
が
担
う
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
定
年
制
の
関
係
で
20

年
度
よ
り
所
長
を
高
橋
達
郎
氏
に
交
代
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

運
営
体
制
の
継
続
を
伴
い
な
が
ら
行
っ
て
き
た
活
動
を
総
括
す
る
と
、
次
の
よ
う

な
こ
と
で
し
た
。

学
校
と
子
ど
も
を
め
ぐ
る
背
景
で
は
、
２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
余
波
的
被
災
状
況
が
地
域
や
学
校
・
子
ど
も
に
あ
り
、
そ
の
後
も
「
い
の

ち
と
教
育
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
毎
年
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
５

年
は
戦
後
70
年
の
年
で
し
た
が
、「
安
保
関
連
法
」
が
国
会
で
強
行
採
決
さ
れ
る

状
況
が
生
じ
、
平
和
問
題
へ
の
課
題
が
一
気
に
現
実
化
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
頃
か
ら
不
登
校
の
子
ど
も
が
中
学
生
だ
け
で
な
く
小
学
生
に
も
広
が
り
は

じ
め
、宮
城
県
は
「
発
生
率
全
国
一
」
と
報
道
さ
れ
る
な
ど
、「
い
じ
め
」
や
「
暴
力
」

な
ど
も
含
め
子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
が
一
段
と
課
題
視
さ
れ
る
状
況
が
広
が
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
に
な
る
と
コ
ロ
ナ
禍
が
生
じ
第
一
波
か
ら
六
波

ま
で
約
２
年
余
り
猛
威
を
振
る
う
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
当
初
に
全
国
の
学

校
で
長
期
の
一
斉
休
校
が
執
行
さ
れ
た
り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
り
も
し

ま
し
た
。
学
校
で
は
こ
う
し
た
困
難
状
況
と
重
な
り
な
が
ら
、
19
年
度
よ
り
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
文
科
省
よ
り
推
進
さ
れ
、
小
・
中
学
生
に
一
人
一
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
布
さ
れ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
急
速
に
広
が
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
学
校
と
子
ど
も
に
押
し
寄
せ
た
こ
こ
10
年
間
の
様
々
な
環
境
的
、
政

策
的
動
向
と
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
（
２
０
０
０
年
代
半
ば
）
に
施
策
化
さ
れ
た
教

育
基
本
法
改
悪
、
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
下
で
の
学
力
格
差
問
題
や
不
十
分
な
体

制
下
で
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
矛
盾
が
広
が
り
、
教
員
の
多
忙
化
と
教
育
困

難
な
状
況
、
子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
の
問
題
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

矛
盾
を
覆
う
よ
う
に
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
や
職
務
の
標
準
化
が
推
奨
さ
れ
、

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
相
ま
っ
て
、
教
師
の
地
道
な
教
育
実
践
的
取
り
組
み
や
子

ど
も
に
と
っ
て
の
楽
し
い
学
校
が
喪
失
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

本
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
動
向
の
中
で
、
何
を
な
し
え
た
の
か
、
な
か
な

か
先
行
き
の
見
え
な
い
未
来
社
会
へ
の
国
策
と
教
育
行
政
の
も
と
、
そ
の
問
題
と

課
題
を
議
論
し
な
が
ら
や
れ
る
こ
と
を
追
究
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
り

わ
け
行
っ
て
き
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
様
々
な
時
代
的
、
政
策
的
動
向
と
関

わ
っ
た
子
ど
も
や
学
校
の
困
難
に
対
応
す
る
問
題
と
課
題
を
共
有
す
る
た
め
に

講
演
会
や
学
習
会
・
座
談
会
等
を
行
う
と
共
に
「
研
究
部
」
を
立
ち
上
げ
、
デ
ー

タ
や
論
考
・
実
践
と
い
う
形
で
「
研
究
年
報
」
を
発
刊
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

残
念
な
が
ら
、
先
に
述
べ
た
閉
塞
化
し
つ
つ
あ
る
学
校
・
教
育
状
況
の
中
で
の
現

職
教
員
へ
の
本
質
的
職
務
に
対
す
る
支
援
が
十
分
な
し
え
な
い
で
来
た
と
い
う

問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
一
層
子
ど
も
の
学
び
や
発
達
に
繋
が
る
支

援
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
や
ぎ
教
育
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
30
周
年
記
念
特
集 

Ⅲ

こ
の
10
年
間
の
活
動
を
総
括
し
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
展
望
を
探
る

運
営
委
員
長
　
数
　
見
　
隆
　
生
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	 １月　センター事務局引っ越し（４Ｆに）　・ゼミナール sirubeの会（月例会）　・『教育』を読む会（月例会）
	 ３月　３・１１大震災から4年「いのち･子どもと教育を考えるつどい」
	 ４月　菅井仁さん、新センター所長となる　・子どもと授業を考える若い教師の会（４月～２月　月例会）
	 ６月　文学作品の読みの授業講座（第２回９月　第３回１０月）　・６年生担任の実践交流会（第２回１１月）
	 ７月　フォーラム「子どもの今と未来を考える」第７回『不登校問題』−宮城が不登校率、全国一はどうして？
	 ８月　みんなで２１世紀の未来をひらく教育の集い−全国教育研究集会2015in宮城　・夏休みスイミー講座
	 ９月　日本臨床教育学会との被災地聞き取り調査（石巻）
１０月　みやぎ教育のつどい：講演　森田ゆりさん「しつけと体罰～子どもの内なる力を育てる道筋」

2015年

77
号　

特
集　

日
本
臨
床
教
育
学
会 

第
４
回
研
究
大
会
・
報
告
（
２
０
１
４
年
12
月
発
行
）

　
　
　

別
冊
11
号　

子
ど
も 

教
育 

文
化
（
国
語
・
英
語
協
同
授
業
の
報
告　

他
）

78
号　

対
談
３
・
11
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
何
だ
っ
た
の
か
（
山
形
孝
夫
・
太
田
直
道
）

　
　
　

別
冊
12
号　

子
ど
も 

教
育 

文
化
（
い
つ
ま
で
つ
づ
く
？　

米
作
り　

他
）

79
号　

特
集　

「
山
形･

太
田
対
談
」
を
読
ん
で

80
号　

特
集　

戦
後
70
年
「
戦
争
と
平
和
」
に
向
き
合
う
高
校
生

　
　
　

別
冊
13
号　

子
ど
も 

教
育 

文
化
（
教
育
の
つ
ど
い
２
０
１
５　

他
）

81
号　

特
集　

子
ど
も
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化

セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん

対　　談
山形孝夫さん（宗教人類学者）太田直道さん（哲学者）

薄井彩香さん

中塚友哉さん

三浦瑞樹さん

佐藤将希さん

伊藤研二さん

長谷川健太さん

教育のつどいの参加者

仙台空襲地図　映像の一部

劇「父を騙す」の上演舞台

成瀬未来中の生徒が踊る御神楽

名
取
北
高
卒
業
生
（
現
大
学
１
年
）

　
佐
藤
　
将
希
（
回
天
の
特
攻
兵
役
）

　
薄
井
　
彩
香
（
恋
人
役
）

今
日
の
ス
ポ
ー
ツ
の

　
中
の
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
久
保
　
　
健

子
ど
も
の
か
ら
だ
・

　
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と

　
　
体
育
科
の
役
割

　
　
　
　
黒
川
　
哲
也

教
育
現
場
に
お
け
る

　「
組
体
操
」
問
題
の

　
　
　
　
　
　
語
り
方

　
　
　
　
神
谷
　
　
拓

仙
台
工
業
高
３
年
生

　
伊
藤
　
研
二
（
取
材
・
聞
き
取
り
担
当
）

　
中
塚
　
友
哉
（
編
集
担
当
）

　
三
浦
　
瑞
樹
（
取
材
・
記
録
写
真
担
当
）

　
長
谷
川
健
太
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
担
当
）

新
所
長
　
菅
井
　
仁
さ
ん

４
月
よ
り

セ
ン
タ
ー
所
長
の
交
代

第
７
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

戦
争
と
は

　
　
名
取
北
高
演
劇
部

仙
台
工
業
高
　
模
型
部

２０１５年以前の写真で見るセンターは、ホームページで見ることができます 

写真で見る センター この１０年
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	 １月　新春講演会：中村桂子さん「生きものとしての人間から、自然と科学を問う」
	 	 道徳と教育を考える会（隔月）　・ゼミナール sirubeの会（月例会）　・「教育」を読む会（月例会）
	 ２月　３・１１大震災から５年「いのち・子どもと教育を考えるつどい」−子どもの心をひらき、出会い、ともに生きるために

	 ６月　書籍『宮城の保健室』発行
	 ８月　こくご講座：講演　宮川健郎さん「児童文学の想像力と子ども」（第２回１０月　第３回１２月）
	 ９月　日本臨床教育学会との被災地聞き取り調査（女川　南三陸町　戸倉中学校　戸倉小学校）
１０月　フォーラム「子どもの今と未来を考える」第８回「子どもの育ちと『食』～食の豊かさ ,貧しさとは」
１１月　みやぎ教育のつどい：講演　大内裕和さん「教育における格差と貧困」−奨学金とブラックバイト−

2016 年

82
号　

特
集　

座
談
会
・
や
り
が
い
の
あ
る
教
師
の
仕
事
を

　
　
　

別
冊
14
号　

子
ど
も 

教
育 

文
化
（「
カ
マ
ラ
ー
ド
」
の
歩
み　

他
）

83
号　

特
集　

宮
城
の
特
別
支
援
教
育
と
子
ど
も
た
ち

84
号　

特
集　

社
会
の
主
人
公
を
育
て
る
保
育
・
教
育
の
創
造

　
　
　

別
冊
15
号　

子
ど
も 

教
育 

文
化
（「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
テ
ー
マ
と
発
問
プ
ラ
ン　

他
）

85
号　

特
集　

保
健
室
と
子
ど
も
・
学
校
（
２
０
１
７
・
１
・
10　

発
行
）

セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん

早坂百合恵さん

佐久間千枝さん

千坂朋広さん

大坂亜希さん

出
席
者
　
千
坂
　
朋
広
さ
ん
（
中
学
校
教
師
）

　
　
　
　
早
坂
百
合
恵
さ
ん
（
小
学
校
教
師
）
佐
久
間
千
枝
さ
ん
（
中
学
校
教
師
）

大
坂
　
亜
希
さ
ん
（
小
学
校
教
師
）

つどいの話題提供者

中村桂子さん（生命誌研究者）

宮川健郎さん（武蔵野大学教授）

朝市センター保育園の子どもたち

特
集

講演後の話し合い

児童文学の想像力と子ども
〜生きにくさの抜け道〜

講師　宮川　健郎さん（武蔵野大学教授）
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	 １月	 高校生公開授業：授業者　樋口陽一さん「憲法という人類の知恵」
	 	 道徳と教育を考える会（隔月）　・ゼミナール sirubeの会（月例会）　・「教育」を読む会（月例会）
	 ２月	 ３・１１大震災から６年「いのち・子どもと教育を考えるつどい」−大川小問題と学校防災の現状
	 	 ブックレット『生きものとしての人間から、自然と科学を問う』（講演　中村桂子）発行
	 ４月	 数見隆生さん　センター運営委員長となる
	 ５月	 講演会：安田菜津紀さん「私の出会った子どもたち	～アジアや中東、そして日本の被災地の取材から」
	 ６月	「戦後日本の道徳教育」をホームページに掲載
	 ８月	 こくご講座：講演　松尾福子さん「文庫で出会った子どもたち」（第２回１０月　第３回１１月）
１１月	 みやぎ教育のつどい：講演　苫野一徳さん「子どもを育てる教育の力	～そもそも教育は何のため？～」
１２月	 高校生公開授業：授業者　中村桂子さん「知の発見	～なぜ？を感じる力」

2017 年

86
号　

特
集　

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
と
「
食
」

　
　
　

別
冊
16
号　

子
ど
も 

教
育 

文
化　

「
平
和
な
世
界
へ
」
美
術
の
受
業　

他
）

87
号　

特
集　

新
学
習
指
導
要
領
を
考
え
る

88
号　

特
集　

「
い
じ
め
」
を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め
に

　
　
　

別
冊
17
号　

子
ど
も 

教
育 

文
化
（
高
校
生
の
進
路
指
導
の
難
し
さ　

他
）

89
号　

特
集　

子
ど
も
の
命
を
原
点
に
今
日
の
教
育
課
題
を
問
う

セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん

遠藤利美さん

大山あけみさん

阿部恵利子さん

三浦裕介さん

《
出
席
者
〉

　
三
浦
　
裕
介
さ
ん
（
小
学
校
教
師
）

　
阿
部
恵
利
子
さ
ん
（
小
学
校
教
師
）

遠
藤
　
利
美
さ
ん
（
中
学
校
教
師
）

大
山
あ
け
み
さ
ん
（
中
学
校
教
師
）

樋口陽一さん（法学者・憲法学）

中村桂子さん（生命誌研究者） 生きているってどういうこと？　考える高校生

安田菜津紀さん
（フォトジャーナリスト）

出会ったカンボジアの子ども

新運営委員長

数見　隆生さん

４
月
よ
り

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
の
交
代
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	 １月　道徳と教育を考える会（隔月）　・ゼミナール sirubeの会（月例会）　・「教育」を読む会（月例会）
	 ３月　３・１１大震災から７年「いのち・子どもと教育を考えるつどい」―子どもたちの育ちと心のケア
	 	 日本臨床教育学会との被災地聞き取り調査（石巻・女川を中心に復旧，復興の現状を調査）
	 ６月　「ナヤンデルタール」の会・（６月～１２月随時）　・ブックレット『「憂憤録」の頃の私』（中森孜郎著）発行
	 	 算数授業づくり講座：位取りハウスの作成と算数の授業づくり（講師　林由貴さん）（第２回９月）
	 ８月　こくご講座：授業づくりのセンスを磨く（第２回１０月　第３回１２月）　・『東北の教育遺産』発行
１１月　みやぎ教育のつどい：講演　鈴木大裕さん「日本の教育はどこに向かっているか」
１２月　高校生公開授業プレ企画：講演　加藤公明さん「社会科歴史の授業をどうつくるのか」

2018 年

90
号　

特
集　

い
じ
め
問
題
を
考
え
る
（
論
考　

太
田
直
道
さ
ん
）

　
　
　

別
冊
18
号　

子
ど
も 

教
育 

文
化
（
生
き
る
こ
と
・
学
ぶ
意
味
を
問
い
直
す　

俳
句
・
短
歌　

他
）

91
号　

特
集　

今
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て

92
号　

特
集　

「
生
き
る
こ
と
」
と
し
て
の
表
現

　
　
　

別
冊
19
号　

子
ど
も 

教
育 

文
化
（
道
徳
の
授
業
を
つ
く
る　

他
）

93
号　

教
育
の
つ
ど
い
講
演　

日
本
の
教
育
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
（
鈴
木
大
裕
さ
ん
）

セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん

鼎
談
者

　
数
見
隆
生
さ
ん
（
上
）

　
中
森
孜
郎
さ
ん
（
下
左
）

　
久
保
　
健
さ
ん
（
下
右
）

『「
憂
憤
録
」
の
頃
の
私
』

朝日新聞（2018/8/15）の記事

2018みやぎ教育のつどい　講演する鈴木大裕さん（ＮＰＯ法人SOMA副代表理事・教育研究者）

位取り学習はこれで（林由貴さん） 算数の授業の教具をみんなでつくる 笑顔あふれる子どもまつり

学
習
会
・
講
座
の
案
内
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	 １月　道徳と教育を考える会（隔月）　・ゼミナール sirubeの会（月例会）　・「教育」を読む会（月例会）
	 ２月　高校生公開授業：授業者　加藤公明さん「歴史探究なぜ？を問うおもしろさ」
	 ３月　３・１１大震災から８年「いのち・子どもと教育を考えるつどい」−復興教育の実践と課題（徳水博志さん）
	 ５月　教育講演会：岩川直樹さん「30㎝の向こう側へ」　・１年生のめんこいゼミ（年４回開催）
	 ６月　「ナヤンデルタール」の会（６月～１２月随時）−道徳・国語を中心にした授業づくりと交流会
	 ８月　こくご講座：「子どもと授業」を考える（報告　小野寺由美子さん）（第２回１０月　第３回１２月）
	 ９月　日本臨床教育学会との被災地聞き取り調査（鳴瀬未来中　雄勝・徳水さん　大川・佐藤さん　鳴瀬桜華小）
１１月　みやぎ教育のつどい：講演　児美川孝一郎さん「日本の労働市場・雇用と子どもたちの未来」

2019 年

94
号　

特
集　

宮
城
の
教
育
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
～
93
号
を
読
ん
で

95
号　

特
集　

岩
川
直
樹 

講
演
記
録
「
30
セ
ン
チ
の
向
こ
う
側
へ
」

96
号　

映
画
「
学
校
」
を
創
る
中
で
考
え
た
こ
と
（
阿
部
勉
さ
ん
）

　
　
　

別
冊
20
号　

子
ど
も 

教
育 

文
化
（
１
年
生
、今
日
も
元
気
い
っ
ぱ
い　

他
）

97
号　

い
ま
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
２
０
２
０
・
１
・
17 

発
行
）

セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん

加藤公明さん

（元高校教諭・国士舘大客員教授） 中村桂子さんと大田堯さんの対談

教育相談センターに通うAさんの切り絵

岩川直樹さん（埼玉大教授）

映画監督　阿部　勉さん

つうしん NO95　相談センター報告（第 17 回）

教育相談員 さとう　ゆきこ

歴史を学ぶってどういうこと？
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	 １月　高校生公開授業：授業者　山極寿一さん「サル化する人間社会～ゴリラから学ぶこと」
	 	 道徳と教育を考える会（隔月）　・ゼミナール sirubeの会（月例会）　・「教育」を読む会（月例会）
	 ２月　春のつどい講演会：田中孝彦さん「教育・子育ての危機の中で～大田堯の仕事から学び直しを」
	 ４月　高橋達郎さん、新センター所長となる　・センター新事務局体制
	 ５月　研究部発足−コロナアンケート調査の実施の検討　・１年生めんこいゼミ（５月～８月随時）
	 ９月　こくご講座：コロナ禍で国語の授業をどうする？（第２回１１月　教材の魅力　第３回２０２１年２月　詩）
１０月　みやぎ教育のつどい（オンライン開催）：講演　サヘル・ローズさん「逆境を乗越え、ともに生きる」
	 	 ブックレット　『サル化する人間社会～ゴリラから学ぶこと』（講演　山極寿一）発行
１１月　「ナヤンデルタール」の会（１１月～１２月随時）　・「センターつうしん」１０１号よりリニューアル化

2020 年 ※コロナ禍　第１波～第３波（２月～２０２１年３月）臨時休校（３／２～５／３１）

98
号　

山
極
寿
一
さ
ん
の
高
校
生
公
開
授
業　

概
要　

他

99
号　

特
集　

コ
ロ
ナ
休
校
で
子
ど
も
・
学
校
・
教
育
は

100
号　

特
集
１　

コ
ロ
ナ
禍
の
夏
に
生
き
る
、
考
え
る

　
　
　

特
集
２　

「
セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん
」
100
号
を
迎
え
て

101
号　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
科
学
的
教
育
活
動
―
子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
の
保
障
（
岩
倉
政
城
さ
ん
）

セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん

新
所
長
　
高
橋
達
郎
さ
ん

４
月
よ
り

　
セ
ン
タ
ー
所
長
の
交
代

１００号を迎えた

山極寿一さん（霊長類学者：京都大学総長）

ゴリラの話に聞き入る高校生

田中	孝彦さん 大田堯先生が残したものは？
つうしん１００号の表紙

笹川　聡さん 賀谷あゆみさん 芳賀郁雄さん日下幸子さん 小野寺修子さん 中村朱里さん

〈座談会参加者〉
【小学校】　笹川　　聡さん　中村　朱里さん
【中学校】　小野寺修子さん　芳賀　郁雄さん
【養　護】　賀谷あゆみさん　日下　幸子さん
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	 １月　道徳と教育を考える会（隔月）　・ゼミナール sirubeの会（月例会）　・「教育」を読む会（月例会）
	 	 研究部会（月１～２回）−コロナ調査結果の分析・まとめの検討
	 ２月　３・１１大震災から１０年「いのち・子どもと教育を考えるつどい」−震災の教訓をどう継承するか
	 ６月　『研究年報』（創刊号）発行　特集：コロナに向き合う主体を育む
	 	 作文教育学習会−何を書いてもいいんだよ　・「ナヤンデルタール」の会（６月～１２月随時）
	 ７月　教育講演会 :児美川孝一郎さん「ＧＩGＡスクール構想と子どもが主役の教育」
	 ８月　こくご講座：ひとつの文学作品を教材に授業することの意味（第２回１２月　教室でこんな詩を）
１０月　みやぎ教育のつどい：講演　末冨芳さん「コロナ禍の社会と教育–子どもと大人のウェルビーイングを実現する」
１１月　教育講演会：増山均さん「鈴木道太の実践に学ぶ」（宮城子どもを守る会と共催）

2021 年 ※コロナ禍　第４波　宮城県・仙台市の緊急事態宣言（３／１８～６／１３）　第５波（８月～）

102
号　

災
厄
時
代
の
10
年
を
想
う
（
太
田
直
道
さ
ん
）
学
校
・
教
員
に
対
す
る
提
言

103
号　

特
集　

コ
ロ
ナ
禍
の
一
年

104
号　

児
美
川
講
演
記
録
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
子
ど
も
が
主
役
の
教
育
」

105
号　

座
談
会
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル　

学
校
現
場
の
今
と
課
題
」

セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん

コロナ禍での学習会。若い教師の参加が目立った

ＰＩＳＡ　２０１８　※インターネット活用時間が長くなると「学力」が低下する

語り部として震災の伝承活動に取り組んでいる高校生、大学生の報告

すぐれた文学作品を教材に

増山　均さん

講
師
　
児
美
川 

孝
一
郎
さ
ん
（
法
政
大
学
教
授
）

セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果

『
研
究
年
報
』
創
刊
号 

発
行
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	 １月	 道徳と教育を考える会（隔月）　・ゼミナール sirubeの会（月例会）　・「教育」を読む会（月例会）
	 	 研究部会（月１～２回）−「年報」の内容検討　シンポジウムの打ち合わせ
	 ２月	 ３・１１大震災から1１年「いのち・子どもと教育を考えるつどい」−福島双葉町と宮城女川からの報告
	 ４月	『研究年報』第２号発行　特集：ＧＩGＡスクール構想とどう向き合うか
	 ６月	 シンポジウム～「ＧＩGＡスクール構想」下の子どもと学校，教育と授業を考える
	 	 作文講座：こども・こころ・表現−書くことはつながること　書くことは生きること
	 ７月	 こくご講座：文学作品の授業づくり−文法から広がる読みの世界（第２回１２月　第３回２０２３年２月）
	 ８月	 日本臨床教育学会との被災地聞き取り調査（亘理町　浪江町　東松島市の各小学校　石巻被災地など）
１０月	 みやぎ教育のつどい：講演　堀川修平さん「学校をジェンダーセクシャリティ平等な居場所に」
１１月	「ナヤンデルタール」の会（１１月～１２月随時）−文学作品の教材研究
１２月	 映画のつどい　大田堯「かすかな光へ」（宮城子どもを守る会と共催）

2022 年 ※コロナ禍　第６波　まん延防止等重点措置（１／９～３／２１）　第７波（７月～）

106
号　

特
集　

子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
と
今

107
号　

特
集　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
問
題
Ⅲ

108
号　

特
集　

子
ど
も
た
ち
と
平
和
を
考
え
る

109
号　

特
集　

今
、
子
ど
も
と
学
校
は

セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん

不登校の子どもの数の推移

つうしん106号の特集　数見論文より

コロナ禍での卒園式

子どもと保育園

授
業
へ
の
招
待
⑤

仲
間
の
本
の
紹
介

子どもと学校

小野田	陽子さん 高野	博さん

つうしん108号

つうしん107号

つうしん107号 つうしん106号

つ
う
し
ん
106
号
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	 １月	 新春・教育講演会：藤田康郎さん「子どもたちと平和について考える」
	 	 道徳と教育を考える会（隔月）　・ゼミナール sirubeの会（月例会）　・「教育」を読む会（月例会）
	 	 研究部会（月１回）−「年報」の内容検討
	 ２月	 ３・１１大震災から1２年「いのち・子どもと教育を考えるつどい」−大震災が子どもの育ちに与えた影響
	 ６月	『研究年報』第３号発行　特集：子どもの生きづらさと学校の困難にどう向き合うか　・生活綴方講座
	 ７月	 シンポジウム	～子どもの生きづらさと学校の困難
	 ８月	 こくご講座：授業わくわく　はじめのいっぽ（高橋達郎さんの授業報告他）（第２回１０月）
	 ９月	 教育講演会：窪島務さん「すべての子どもにたしかな教育を」
１０月	 みやぎ教育のつどい :講演　萩上チキさん「ここまでわかったいじめの話」
１１月	 高校生公開授業：授業者　高橋源一郎さん「ぼくらの学校なんだぜ」
１２月	「ナヤンデルタール」の会（随時）−子どもとつくるお話の授業他

2023 年

　
　セン
タ
ー
つ
う
し
ん

110
号　

特
集
Ⅰ　

子
ど
も
と
共
に
生
き
る
教
師
へ

110
号　

特
集
Ⅱ　

子
ど
も
た
ち
と
平
和
を
考
え
る
２

111
号　

特
集　

子
ど
も
と
遊
び

112
号　

特
集　

子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
と
学
校
づ
く
り

113
号　

特
集　

学
校
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

高橋達郎さん（センター所長）

絵本	ケストナー「動物会議」池田佳代子訳

福地成さん（東北医科薬科大病院精神科）

講師　窪島務さん（滋賀大学名誉教授）

インクルーシブ教育の在り方をめぐって髙橋源一郎さん（作家）と対話し考える高校生

つうしん110号
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	 １月	 道徳と教育を考える会（隔月）　・ゼミナール sirubeの会（月例会）　・「教育」を読む会（月例会）
	 	 研究部会（月１回）−「年報」の内容検討
	 ２月	 ３・１１大震災から１３年「いのち・子どもと教育を考えるつどい」−高校生の犠牲者から見えた教訓（高橋達郎さん）
	 	 センター３０周年記念講演会　佐藤学さん「子どもと学校の危機、どう克服するか」
	 ６月	 センター３０周年記念シンポジウム　発題　堀尾輝久さん「地球時代、これからの教育をどう創るか」
	 	 『研究年報』第４号発行　特集：子どもの生きづらさ・学校の困難の背景検討と実践の模索
	 ７月	「３・１１高校生犠牲者からの命を守る『伝言』」新聞で紹介（以後マスコミ取材殺到　全国からパンフの要望）
	 ８月	 こくご講座：どうする？どうやる？　国語・物語の授業（第２回１１月　説明文の授業）
１０月	 みやぎ教育のつどい：講演　畠山澄子さん「核兵器のない世界のために私たちにできること」
	 	 「ナヤンデルタール」の会（随時）−文学作品の育材研究と授業づくり
１２月	 高校生公開授業：授業者　ロバート	キャンベルさん「戦争のなかの言葉への旅」

2024 年

114
号　

特
集　

授
業
づ
く
り
・
学
級
づ
く
り

115
号　

特
集　

研
究
セ
ン
タ
ー
30
周
年
・
Ⅰ

116
号　

特
集　

研
究
セ
ン
タ
ー
30
周
年
・
Ⅱ

117
号　

特
集　

研
究
セ
ン
タ
ー
30
周
年
・
Ⅲ
（
２
０
２
５
・
１
・
17
　
発
行
）

セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん

毎日新聞（2024/9/18	）の記事佐藤学さん（東京大学名誉教授）の講演を聞く参加者

伊藤　慶さん

千葉建夫さん

須藤道子さん堀尾輝久さん

ロバート	キャンベルさん 畠山澄子さん（ピースボート共同代表）

久保　健さん

〈シンポジスト〉
久保　健さん（センター研究部長　宮教大名誉教授）
須藤道子さん（仙台の子どもと教育をともに考える市民の会）
千葉建夫さん（元小学校教員）　　伊藤　慶（小学校教員）
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研
究
小
委
員
会
始
ま
る

近
現
代
史
授
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
・
学
生
セ
ミ
ナ
ー

※
8
月
　
教
育
会
館
改
築
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
北
仙
台
に
間
借
り

学
力
・
授
業
・
教
育
課
程
小
委
員
会
開
設

15
年
戦
争
を
考
え
る
中
国
へ
の
旅

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
渡
り
川
」
上
映
会

※
7
月
　
教
育
会
館
に
戻
る

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
訪
問
の
旅

（
書
）
近
現
代
史
授
業
プ
ラ
ン
発
行

「
食
料
・
農
業
」
学
習
資
料
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
足

産
経
新
聞
「
近
現
代
史
授
業
プ
ラ
ン
」
へ
の
不
当

介
入
内
蒙
古
・
雲
岡
石
窟
・
盧
溝
橋
を
訪
ね
る
中
国
の

旅映
画
「
夏
少
女
」
と
早
坂
暁
さ
ん
講
演
会
「
夢
千

代
日
記
か
ら
夏
少
女
へ
」（
柴
田
、
仙
台
）

教
育
を
語
る
つ
ど
い
（
白
石
）

授
業
検
討
会
（
算
数
、
美
術
、
生
活
科
、
理
科
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
の
平
和
の
旅

み
や
ぎ
の
教
育
改
革
提
言
づ
く
り
会
議

近
現
代
史
プ
ラ
ン
-
仙
台
市
弁
護
士
会
が
県
教
委

に
「
人
権
救
済
の
申
立
書
」
を
提
出

韓
国
・
歴
史
を
心
に
刻
む
旅

授
業
検
討
会
（
体
育
・
生
活
指
導
・
生
活
科
）

み
や
ぎ
の
教
育
改
革
へ
の
提
言

近
現
代
史
プ
ラ
ン
-
県
教
委
と
の
会
談
で
一
応
の

解
決
を
み
る

環
境
教
育
と
美
術
・
歴
史
の
旅

　
　
＜
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
へ
＞

1
号
2
号
3
号

（
ブ
）

4
号
5
号
6
号
7
号

（
ブ
）

8
号
9
号

（
ブ
）

（
ブ
）

12
号

13
号

14
号

（
ブ
）

（
ブ
）

15
号

16
号

17
号

（
ブ
）

18
号

19
号

20
号

21
号

（
ブ
）

22
号

23
号

研
究
セ
ン
タ
ー
発
足
に
あ
た
っ
て
　
他

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
私
の
見
方

子
育
て
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
報
告

大
田
堯
「
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
・

　
　
　
　
				教

育
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
」

『
い
じ
め
」
問
題
に
思
う

子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
何
を
求
め
て
い
る
か

「
オ
ウ
ム
」
と
若
者
・
教
育

中
国
の
旅
か
ら
、
学
校
訪
問
交
流
の
記
録

花
島
政
三
郎
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
教
育
と
福
祉
…
」

戦
後
50
年

教
育
の
困
難
に
立
ち
向
か
う

　
10・
11
合
併
号
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
旅
を
終
え
て

大
内
洵
子
「『
ド
イ
ツ
の
教
育
』

　
　
　
　
　
私
の
見
た
ま
ま
・
体
験
し
た
ま
ま
」

田
中
孝
彦
「
子
ど
も
は
何
を
求
め
て
い
る
か
」

今
、
中
学
校
と
中
学
生
は
（
１
）

産
経
の
不
当
介
入
の
真
相
と
本
質

　
　
　
	県
教
委
と
の
会
談
録

今
、
中
学
校
と
中
学
生
は
（
２
）

中
森
孜
郎
「
子
ど
も
た
ち
へ
歴
史
の
真
実
を
」

堀
尾
輝
久
「
人
権
と
し
て
の
教
育
の
豊
か
な
発
展
を
」

「
教
育
改
革
」
を
問
う

子
ど
も
は
変
わ
っ
た
か

障
害
児
教
育
　
特
別
な
ニ
ー
ズ
教
育
へ

藤
田
英
典
「
教
育
改
革
を
考
え
る
」

教
育
に
お
け
る
規
制
緩
和
は
何
を
も
た
ら
す
か

宮
城
の
教
育
改
革
へ
の
提
言

国
旗
・
国
歌
の
法
制
化
と
教
育

公
立
高
校
男
女
共
学
の
早
期
完
全
実
施
を

行
田
稔
彦
「
総
合
学
習
の
可
能
性
と
課
題
」

学
校
変
革
へ
の
道
～
教
育
改
革
は
学
校
の
変
革
か
ら

県
教
委
の
高
校
将
来
構
想
の
検
討

	
2
月

	
7
月

10
月

		1
月

	
5
月

	
6
月

	
6
月

	
4
月

	
7
月

	
1
月

	
1
月

	
7
月

	
1
月

	
6
月

	
7
月

	
1
月

	
5
月

設
立
記
念
講
演

大
田
堯
「
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
・

　
　
　
　
　
　
教
育
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
」

佐
藤
学
「
授
業
改
革
へ
の
提
言
」

（
シ
）
い
ま
早
期
教
育
を
考
え
る

花
島
政
三
郎
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
と
福
祉
を
考
え
る
」

大
内
洵
子
「
ド
イ
ツ
の
教
育

　
　
　
　
　
　
私
の
見
た
ま
ま
・
体
験
し
た
ま
ま
」

中
野
光
「
こ
れ
ま
で
の
教
育
・
こ
れ
か
ら
の
教
育
」

田
中
孝
彦
「
人
が
育
つ
と
い
う
こ
と
」

（
シ
）
教
育
改
革
と
中
高
一
貫
教
育
を
考
え
る

堀
尾
輝
久
「
人
権
と
し
て
の
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
か
な
発
展
を
」

藤
田
英
典
「
21
世
紀
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
改
革
を
考
え
る
」

安
井
俊
夫
「
近
現
代
史
の
授
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
創
造
す
る
か
」

深
谷
哲
也
「
学
校
の
挑
戦
・

　
　
　
　
　
　
　
余
市
高
校
苦
闘
の
10
年
」

久
富
善
之
「
選
ぶ
学
校
か
ら
創
る
学
校
へ
」

総
会
「
宮
城
の
教
育
改
革
提
言
（
中
間
報
告
）」

を
も
と
に
討
論

行
田
稔
彦
「
総
合
学
習
の
可
能
性
と
課
題
」

今
泉
博
「
授
業
の
成
立
と
教
師
の
役
割
」

佐
藤
学
「
教
育
改
革
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」

代
表
・
中
森
孜
郎

所
長
・
中
森
孜
郎

事
務
局
・
清
岡
修

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

1
9
9
4

1
期

1
9
9
5

2
期

1
9
9
6

3
期

1
9
9
7

4
期

1
9
9
8

5
期

1
9
9
9

6
期

2
0
0
0

7
期 み
や
ぎ
教
育
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
３
０
年
の
あ
ゆ
み

つ
う
し
ん
	・
つ
う
し
ん
別
冊
（
別
）・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
ブ
）

	講
演
・
シ
ン
ポ
(
シ
)・
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
フ
)
な
ど

運
営
体
制
・
三
役

	そ
の
他
の
活
動
や
発
行
書
籍
（
書
）
な
ど
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『
教
育
』
を
読
む
会
（
月
例
会
）
ス
タ
ー
ト

イ
タ
リ
ア
世
界
遺
産
を
め
ぐ
る
歴
史
と
文
化
の
旅

（
書
）
資
料
集

　
　「
子
ど
も
と
共
に
学
ぶ
総
合
学
習
　
食
と
農
」

授
業
実
践
検
討
会
・
国
語
（
村
井
由
美
）

授
業
実
践
検
討
会
・
総
合
学
習
（
徳
水
博
志
）

ベ
ト
ナ
ム
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
教
育
を
訪
ね

る
旅

座
談
会
　
教
師
の
育
つ
と
き

メ
ル
ロ
ポ
ン
テ
ィ
・
ゼ
ミ

実
技
講
座
：
野
口
体
操
入
門
（
羽
鳥
操
）

　
　
　
　
　
→
隔
月
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
森
・
久
保
・
吉
田
）

連
続
ゼ
ミ
「
授
業
と
学
力
」
第
1
期
ス
タ
ー
ト

斉
藤
喜
博
・
林
竹
二
に
学
ぶ
（
中
森
・
田
中
）

カ
ン
ト
「
啓
蒙
と
は
何
か
」
読
書
会

上
海
・
南
京
・
蘇
州
　
平
和
友
好
の
旅

連
続
ゼ
ミ
「
授
業
と
学
力
」
第
2
期

　
国
語
（
菊
池
）・
算
数
（
松
井
）・
社
会
（
田
中
）・

　
理
科
（
鈴
木
）

読
書
会
（「
カ
ン
ト
の
人
間
哲
学
」「
学
校
と
社
会
」

写
真
展
　
長
倉
洋
海

	
　「
紛
争
地
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
」

連
続
ゼ
ミ
「
授
業
と
学
力
」
第
３
期

　
音
楽
（
降
矢
）　
体
育
（
久
保
）　
美
術
（
落
合
）

夏
休
み
講
座

24
号

25
号

26
号

27
号

（
ブ
）

28
号

29
号

30
号

31　
（
ブ
）

32
号

33
号

34
号

35
号

36
号

37
号

38
号

39
号

40
号

41
号

42
号

43
号

44
号

45
号

（
ブ
）

46
号

47
号

48
号　

今
を
生
き
る
高
校
生
た
ち
の
世
界

な
ぜ
教
育
基
本
法
を
変
え
よ
う
と
す
る
の
か

希
望
は
語
ら
れ
た
の
か

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

中
西
新
太
郎
「
い
ま
、
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　『
自
己
形
成
』
を
考
え
る
」

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち

新
教
育
課
程
と
学
校
づ
く
り

学
校
選
択
制
を
考
え
る

学
力
と
授
業
を
問
う
　

横
湯
園
子
「
子
ど
も
の
い
じ
め
・
暴
力
・
不
登
校
・
自

殺
…
」

中
教
審
答
申
の
批
判

教
師
が
育
つ
と
き

　
　
　
　
教
師
の
資
質
向
上
を
め
ぐ
っ
て
　
他

学
校
を
つ
く
る
　
～
白
川
小
の
教
育
実
践
を
振
り
返
る

習
熟
度
別
指
導
を
考
え
る

国
旗
・
国
歌
の
法
制
化
と
教
育

公
立
高
校
男
女
共
学
の
早
期
完
全
実
施
を

学
校
を
考
え
る

私
の
受
け
た
歴
史
教
育

「
人
が
人
に
な
る
こ
と
」
を
考
え
る

座
談
会
「
い
ま
、
子
ど
も
た
ち
は
」

小
森
陽
一
授
業
報
告

学
校
に
押
し
寄
せ
る
制
度
改
革
を
考
え
る

教
員
評
価
と
教
師
の
仕
事

教
育
の
魅
力
・
教
師
の
生
き
甲
斐

大
田
堯
「
学
ぶ
こ
と
は
生
き
直
す
こ
と
」

学
区
制
と
あ
る
べ
き
高
校
教
育
を
考
え
る

地
域
と
学
校
を
考
え
る

家
族
を
考
え
る

	
6
月

11
月

12
月

	
1
月

	
3
月

	
6
月

	
9
月

	
1
月

	
4
月

	
6
月

11
月

	
1
月

	
6
月

	
9
月

	
1
月

	
5
月

	
6
月

11
月

	
2
月

	
7
月

	
1
月

	
7
月

	
1
月

	
4
月

	
4
月

中
西
新
太
郎
「
い
ま
、
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　『
自
己
形
成
』
を
考
え
る
」

増
島
高
敬
「
教
え
る
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
」

浦
野
東
洋
一
「
教
育
基
本
法
と
私
た
ち
」

内
山
節
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
時
間
」

（
シ
）
仙
台
市
が
す
す
め
る
二
学
期
制
を
考
え
る

丸
木
正
臣
「
い
ま
の
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
危
う
さ
と
可
能
性
と
」

佐
貫
　
浩
「『
平
和
・
共
生
』
時
代
の

　
　
　
　
　
　
教
育
と
学
力
の
あ
り
方
を
問
う
」

（
シ
）
仙
台
市
の
す
す
め
る
２
学
期
制
を
考
え
る
Ⅱ

（
講
・
シ
）
岩
川
直
樹
「
い
ま
、
学
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
業
を
問
い
直
す
」

横
湯
園
子
「
子
ど
も
の
い
じ
め
・

　
　
　
　
　
　
　
　
暴
力
・
不
登
校
・
自
殺
…
」

野
田
正
彰
「『
心
の
ノ
ー
ト
』
と

　
　
　
　
　
　
　
　『
心
の
教
育
』
の
危
う
さ
」

（
フ
）
教
育
基
本
法
「
改
正
」
問
題
を
考
え
る

堀
尾
輝
久
「
21
世
紀
を
拓
く
教
育
の
創
造
を
」

銀
林
浩
「
今
日
の
学
力
問
題
の
本
質
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
業
の
あ
り
方
」

小
森
陽
一
「
21
世
紀
に
読
み
直
す
夏
目
漱
石
」

（
フ
）
習
熟
度
別
指
導
を
考
え
る

暉
峻
淑
子
「
子
育
て
・
教
育
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
当
の
豊
か
さ
と
は
」

（
シ
）「
授
業
」
を
問
い
直
す

吉
田
六
太
郎
「
ウ
ソ
ツ
キ
教
師
の
戦
後
史
」

映
画
と
講
演
の
つ
ど
い

（
映
画
「
こ
ん
ば
ん
は
」

　
講
演
・
大
田
堯
「
鈍
行
列
車
と
教
育
基
本
法
」）

高
校
生
公
開
授
業
①
：
小
森
陽
一

「
宮
澤
賢
治
『
烏
の
北
斗
七
星
』
を
読
む
」

映
画
「
コ
ー
ラ
ス
」
を
も
と
に
教
育
に
お
け
る
文

化
の
力
を
問
う

長
倉
洋
海
「
紛
争
地
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
」

佐
貫
浩
「
安
倍
・
教
育
再
生
会
議
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
た
ち
の
教
育
改
革
」

公
開
対
談
　
堀
尾
輝
久
＆
山
形
孝
夫

「
今
、
人
間
と
し
て
生
き
る
」

同
上

同
上

同
上

代
表
・
中
森
孜
郎

所
長
・
春
日
辰
夫

事
務
局
・
清
岡
修

同
上

同
上

同
上

2
0
0
1

8
期

2
0
0
2

9
期

2
0
0
3

1
0
期

2
0
0
4

1
1
期

2
0
0
5

1
2
期

2
0
0
6

1
3
期

2
0
0
7

1
4
期
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①
か
ら
だ
を
ほ
ぐ
し
	こ
と
ば
を
拓
く
（
中
森
孜
郎
）

②
音
か
ら
音
楽
が
生
ま
れ
る
と
き
（
降
矢
美
彌
子
）

（
書
）
授
業
双
書
「
詩
の
授
業
の
た
め
に
」

	
	

	
春
日
辰
夫

連
続
講
座
：
学
び
び
ん
場
（
5
回
）

　
板
垣
淑
子
・
是
枝
裕
和
・
新
村
響
子
・
岩
川
直
樹
・

　
見
城
慶
和

夏
休
み
講
座
　

　
①
表
現
す
る
か
ら
だ
の
根
っ
こ
を
育
て
る

	
	

	
	

里
見
ま
り
子
　

　
②
合
唱
は
地
球
市
民
の
全
て
の
音
楽

	
	

	
	

降
矢
美
彌
子

連
続
講
座
　
授
業
を
創
る
（
1
月
～
6
月
）
7
回

　
　
渡
辺
恵
津
子
①
②
　
加
藤
公
明
③
④

　
　
小
森
陽
一
⑤
⑥
⑦

第
17
回
全
国
教
育
研
究
交
流
集
会
（
3
月
）

実
践
検
討
会
；
教
育
実
践
と
は
何
か
を
考
え
る

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
実
践
を
め
ぐ
っ
て

（
書
）
授
業
双
書
「
子
ど
も
を
育
て
る
算
数
の
授
業
」

夏
の
公
開
講
座
：
ア
イ
ヌ
文
化
に
学
ぶ

　
①
講
話
「
ア
イ
ヌ
の
文
化
と
ア
イ
ヌ
の
心
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
川
早
苗
）

　
②
実
技
（
切
り
絵
・
刺
繍
／
歌
と
踊
り
）

教
育
会
館
公
益
事
業
部
門
に
変
わ
る
（
6
月
）

新
講
座
：
戦
後
教
育
実
践
書
を
読
む
１
期
（
５
回
）

　
①
山
び
こ
学
校
　
②
新
し
い
綴
方
教
室

　
③
村
の
一
年
生
　
④
学
校
づ
く
り
の
記

　
⑤
学
級
革
命

3.11
関
連
　
戸
倉
小
聴
き
取
り

講
座
：
戦
後
教
育
実
践
書
を
読
む
２
期
（
４
回
）

　
①
教
師
　
②
新
し
い
地
歴
教
育
　
　
　

　
③
村
を
育
て
る
学
力
　
④
体
育
の
子

つ
う
し
ん
別
冊
「
こ
ど
も
・
教
育
・
文
化
」
創
刊

講
座
：
戦
後
教
育
実
践
書
を
読
む
３
期
（
４
回
）

　
①
人
間
づ
く
り
の
学
級
記
録
　

49
号

50
号

51
号

52
号

53
号

（
ブ
）

54
号

55
号

56
号

57
号

（
ブ
）

58
号

59
号

60
号

61
号

（
ブ
）

62
号

63
号

64
号

65
号

（
ブ
）

66
号

（
別
）

67
号

（
別
）

68
号

69
号

（
別
）

70
号

（
別
）

高
校
生
の
学
び
か
ら
授
業
を
問
う
　
公
開
授
業
か
ら

子
ど
も
の
こ
と
　
　
子
ど
も
と
の
こ
と

東
テ
ィ
モ
ー
ル
支
援
23
年
な
ど

子
ど
も
た
ち
の
今
を
見
つ
め
て

学
校
教
育
の
危
機
（
困
難
）
の
中
で

山
形
孝
夫
＆
堀
尾
輝
久
　「
今
、
人
間
と
し
て
生
き
る
」

子
ど
も
の
心
と
教
育
（
太
田
直
道
）

教
育
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

学
校
の
い
ま
、
そ
し
て
　
こ
れ
か
ら

『
お
手
紙
』
授
業
検
討
会

中
森
孜
郎
「
豊
か
な
学
力
を
育
む
授
業
を
求
め
て
」

教
育
実
践
と
は
何
か
	バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
実
践
を
巡
っ
て

「
憲
法
っ
て
何
だ
ろ
う
」
公
開
授
業
か
ら
感
想

子
ど
も
理
解
（
講
演
要
旨
）
実
践
検
討
会
報
告

教
育
現
場
は
ど
う
あ
れ
ば
い
い
の
か
　
座
談
会
　
他

林
光
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
憲
法
」

学
校
が
学
校
に
な
る
た
め
に

震
災
特
集
「
あ
の
日
・
あ
の
日
か
ら
・
そ
し
て
今
」

震
災
か
ら
6
か
月
　
学
校
再
生
へ
の
道
を
考
え
る

あ
の
日
の
こ
と
と
学
校
づ
く
り
で
大
事
に
し
た
こ
と

暉
峻
淑
子
「
子
育
て
・
教
育
に
お
け
る
本
当
の
豊
か
さ

と
は
」

あ
の
日
か
ら
1
年
　
被
災
地
の
高
校
生
は
語
る

1
号
　
し
ゅ
ん
す
け
君
の
こ
と
ば
　
他

3.11
が
気
づ
か
せ
た
こ
と

2
号
　
綴
り
方
教
育
の
す
す
め
　
他

新
た
な
高
校
入
試
制
度
を
考
え
る

大
村
県
教
育
委
員
長
に
聞
く

　
　
　
4
年
間
で
取
り
組
ん
だ
こ
と

3
号
　
全
身
を
使
っ
て
描
く
こ
と
　
他

な
ぜ
運
動
部
活
動
で
体
罰
が
起
こ
る
の
か
　

4
号
　
ふ
る
さ
と
の
心
の
復
興
を
考
え
る
　
他

12
月

	
3
月

	
7
月

	
9
月

	
1
月

	
7
月

	
8
月

	
1
月

	
4
月

	
5
月

	
6
月

	
2
月

	７
月

	
9
月

12
月

（
シ
）

（
フ
）

	
1
月

高
校
生
公
開
授
業
②
：
平
居
高
志
・
小
森
陽
一

　「
こ
と
ば
の
力
を
考
え
る
」

池
田
香
代
子
「
100
人
の
村
か
ら
考
え
る
」

公
開
対
談
：
池
田
香
代
子
＆
山
形
孝
夫

増
田
ユ
リ
「
教
育
立
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
教
師
』
の
育
て
方
」

田
中
昌
弥
「
学
力
向
上
と

　
　
　
　
　
　
　
新
学
習
指
導
要
領
を
考
え
る
」

A
・
ビ
ナ
ー
ド
「
日
本
語
の
海
に
も
ぐ
っ
た
私
」

里
見
実
「
学
校
で
こ
そ
で
き
る
こ
と
」

A
・
ビ
ナ
ー
ド
「
ブ
ラ
ザ
ー
軒
の
あ
る
街
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
人
・
菅
原
克
巳
を
語
る
」

仲
本
正
夫
「『
新
し
い
世
界
の
発
見
』
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　『
新
し
い
自
分
の
発
見
』
へ
」

高
校
生
公
開
授
業
③
：
林
光

　
　「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
憲
法
」

山
形
孝
夫
「
暴
力
の
背
後
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」

田
中
孝
彦
「
子
ど
も
理
解
」

三
上
満
「
わ
が
心
の
宮
澤
賢
治
」

み
ん
な
で
語
り
合
う

　「
震
災
体
験
か
ら
	地
域
・
学
校
・
子
ど
も
た
ち
を
」

高
校
生
公
開
授
業
④
：
A
.ビ
ナ
ー
ド

　
　
　
　「
言
の
葉
食
堂
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

映
画
と
お
話
　
映
画
「
か
す
か
な
光
へ
」

お
話
・
大
田
堯
「
い
ま
、
伝
え
た
い
こ
と
」

震
災
を
通
し
て
考
え
る
地
域
と
学
校

第
1
回
子
ど
も
た
ち
の
今
と
未
来
を
考
え
る

　
　
＜
今
ど
き
の
友
だ
ち
事
情
＞

高
校
生
公
開
授
業
⑤
：
仲
本
正
夫

　「
新
し
い
世
界
の
発
見
　
新
し
い
自
分
の
発
見
」

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

2
0
0
8

1
5
期

2
0
0
9

1
6
期

2
0
1
0

1
7
期

2
0
1
1

1
8
期

2
0
1
2

1
9
期

2
0
1
3

2
0
期
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②
川
口
港
か
ら
外
港
へ
　
③
幼
い
科
学
者
　

　
④
お
く
れ
た
こ
ど
も
の
生
活
指
導

哲
学
ゼ
ミ
siru
b
e

　
　
　
　「
人
間
教
育
の
哲
学
史
」
ス
タ
ー
ト

（
書
）「
安
倍
政
権
は
憲
法
と
教
育
を

　
　
　
　
　
　
ど
う
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
」

（
書
）
国
語
実
践
書
「
文
学
作
品
の
読
み
の
授
業
」

大
震
災
と
学
校
・
教
育
を
考
え
る
つ
ど
い

日
本
臨
床
教
育
学
会
研
究
大
会
　
協
賛

11
月
　
設
立
20
周
年
記
念
の
つ
ど
い

太
田
直
道
講
座
「
道
徳
と
教
育
」
開
始
（
隔
月
）

国
語
講
座
（
３
回
）

セ
ン
タ
ー
20
年
誌
完
成

全
国
教
育
の
つ
ど
い
（
特
別
分
科
会
）

日
本
臨
床
教
育
学
会
と
の
被
災
地
聞
き
取
り
調
査

6
年
生
担
任
実
践
交
流
会

夏
休
み
ス
イ
ミ
ー
講
座

国
語
講
座
：
文
学
作
品
の
読
み
の
授
業
講
座

子
ど
も
と
授
業
を
考
え
る
若
い
教
師
の
会
①
②

国
語
講
座
：
か
さ
こ
じ
ぞ
う
・
ヒ
ロ
シ
マ
の
う
た

（
書
）「
宮
城
の
保
健
室
」

国
語
講
座
　
宮
川
健
郎

　
　
　
　
　
　「
児
童
文
学
の
想
像
力
と
子
ど
も
」

日
本
臨
床
教
育
学
会
と
の
被
災
地
聞
き
取
り
調
査

子
ど
も
と
授
業
を
考
え
る
若
い
教
師
の
会
③

国
語
講
座
；
か
さ
こ
じ
ぞ
う
・

　
　
　
　
　
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
設

国
語
講
座
（
３
回
）

日
本
臨
床
教
育
学
会
と
の
被
災
地
聞
き
取
り
調
査

算
数
授
業
づ
く
り
講
座
①
②
　
講
師
：
林
由
貴

国
語
講
座
（
３
回
）

71
号

（
別
）

72
号

（
別
）

73
号

（
別
）

（
ブ
）

74
号

（
別
）

75
号

（
別
）

76
号　

（
別
）

77
号

（
別
）

78
号

（
別
）

79
号

80
号

（
別
）

81
号

82
号

（
別
）

83
号

84
号

（
別
）

85
号

86
号

（
別
）

87
号

88
号

（
別
）

89
号

（
ブ
）

90
号

（
別
）

高
校
入
試
を
考
え
る
た
め
に

5
号
　
体
温
の
学
習
　
他

3.11　
2
年
半
後
の
今
、
考
え
る
こ
と

6
号
　
蛙
と
ハ
エ
と
子
ど
も
た
ち
　
他

被
災
地
で
の
こ
ど
も
支
援
か
ら
見
え
る
こ
と

7
号
　
わ
が
「
田
尻
さ
く
ら
高
校
」
他

福
田
誠
治
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
ぶ
も
の
は
何
か
」

こ
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
と
保
育
所
の
役
割

8
号
　
読
む
力
を
ど
の
よ
う
に
育
て
る
か
　
他

教
師
の
私
が
教
師
に
な
る
た
め
に

9
号
　「
モ
ン
ス
タ
ー
く
ん
」
あ
ら
わ
る
　
他

震
災
か
ら
３
年
半

　
あ
の
時
　
そ
し
て
今
　
考
え
て
い
る
こ
と
　

10
号
　
書
く
力
を
つ
け
る
た
め
に
　
他

日
本
臨
床
教
育
学
会
第
4
回
研
究
大
会
・
報
告

11
号
　
国
語
・
英
語
共
同
授
業
の
報
告
　
他

対
談
3.11
は
私
た
ち
に
と
っ
て
？
＜
大
田
・
山
形
＞

12
号
　
い
つ
ま
で
つ
づ
く
？
米
づ
く
り
　
他

78
号
太
田
・
山
形
対
談
を
読
ん
で
　

戦
争
と
平
和
に
向
き
合
う
高
校
生

13
号
　
教
育
の
つ
ど
い
報
告
　
他

こ
ど
も
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化

座
談
会
：
や
り
が
い
の
あ
る
教
師
の
仕
事
を

14
号
　「
カ
マ
ラ
ー
ド
」
の
歩
み
　
他

宮
城
の
特
別
支
援
教
育
と
子
ど
も
た
ち

社
会
の
主
人
公
を
育
て
る
保
育
・
教
育
の
創
造

15
号
　「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
山
場
の
テ
ー
マ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
問
プ
ラ
ン
　
他

保
健
室
と
子
ど
も
・
学
校

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
と
「
食
」

16
号
　「
平
和
な
世
界
へ
」
美
術
の
授
業
他

新
学
習
指
導
要
領
を
考
え
る

い
じ
め
」
を
み
ん
な
で
考
え
る

17
号
　
高
校
生
の
進
路
指
導
の
難
し
さ
　
他

子
ど
も
の
命
を
原
点
に
今
日
の
教
育
課
題
を
問
う

中
村
桂
子
「
生
き
も
の
と
し
て
の
人
間
か
ら
、
自
然
と

科
学
を
問
う
」
～
生
命
誌
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

　い
じ
め
問
題
を
考
え
る

18
号
　
生
き
る
こ
と
・
学
ぶ
意
味
を
問
い
直
す

	
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
句
・
短
歌
　
他

	
4
月

	
6
月

（
フ
）

（
フ
）

（
フ
）

	
1
月

	
2
月

10
月

（
フ
）

（
フ
）

	
1
月

（
フ
）

	
1
月

	
5
月

12
月

12
月

小
森
陽
一
「
安
倍
政
権
の
教
育
再
生
と
日
本
」

福
田
誠
治
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
に
学
ぶ
」

第
2
回
子
ど
も
た
ち
の
今
と
未
来
を
考
え
る

　
　
＜
成
績
っ
て
何
だ
ろ
う
＞

第
3
回
子
ど
も
た
ち
の
今
と
未
来
を
考
え
る

　
　
＜
子
ど
も
時
代
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
＞

第
4
回
子
ど
も
た
ち
の
今
と
未
来
を
考
え
る

　
　
＜
子
ど
も
と
読
書
＞

高
校
生
公
開
授
業
⑥
：
三
上
満

　
　「
水
仙
月
の
四
日
」

齋
藤
兆
史
「『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
』
と
英
語

　
　
　
-
日
本
の
英
語
教
育
は
な
ぜ
混
乱
す
る
か
」

高
校
生
公
開
授
業
⑦
：
金
平
茂
紀

　「
世
界
の
取
材
現
場
か
ら
見
た
日
本
」

第
5
回
子
ど
も
た
ち
の
今
と
未
来
を
考
え
る

　
　
＜
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
事
情
＞

第
6
回
子
ど
も
た
ち
の
今
と
未
来
を
考
え
る

　
　
＜
不
登
校
＞

中
村
桂
子
「
生
き
も
の
と
し
て
の
人
間
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
と
科
学
を
問
う
」

第
7
回
子
ど
も
た
ち
の
今
と
未
来
を
考
え
る

　
　
＜
子
ど
も
の
育
ち
と
「
食
」
＞

高
校
生
公
開
授
業
⑧
：
樋
口
陽
一

　「
憲
法
と
い
う
人
類
の
知
恵
」

安
田
菜
津
紀
「
私
の
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
」

高
校
生
公
開
授
業
⑨
：
中
村
桂
子

　「
知
の
発
見
	な
ぜ
？
を
感
じ
る
力
」

高
校
生
公
開
授
業
プ
レ
企
画

加
藤
公
明
「
社
会
科
歴
史
の
授
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
つ
く
る
か
」

同
上

代
表
・
中
森
孜
郎

所
長
・
菅
井
			仁

事
務
局
・
清
岡
修

同
上

代
表
・
数
見
隆
生

所
長
・
菅
井
			仁

事
務
局
・
清
岡
修

同
上

2
0
1
4

2
1
期

2
0
1
5

2
2
期

2
0
1
6

2
3
期

2
0
1
7

2
4
期

2
0
1
8

2
5
期
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（
書
）
中
森
孜
郎
「『
憂
憤
録
』
の
頃
と
私
」
刊
行

（
書
）「
東
北
の
教
育
的
遺
産
」
刊
行

1
年
生
の
め
ん
こ
い
ゼ
ミ
　
４
回
開
催

日
本
臨
床
教
育
学
会
と
の
被
災
地
聞
き
取
り
調
査

国
語
講
座
（
２
回
）

国
語
ナ
ヤ
ン
デ
ル
タ
ー
ル

	
（
仙
教
組
と
共
催
）
開
始

研
究
部
会
立
ち
上
げ

国
語
講
座
（
３
回
）

太
田
直
道
講
座
「
道
徳
と
教
育
」

	＜
江
戸
時
代
の
教
育
事
情
＞
ス
タ
ー
ト
（
隔
月
）

国
語
ナ
ヤ
ン
デ
ル
タ
ー
ル
（
仙
教
組
と
共
催
）

（
書
）「
研
究
年
報
」
創
刊
号

　
　
　
コ
ロ
ナ
に
向
き
合
う
主
体
を
は
ぐ
く
む

※
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
企
画
が
不
可

（
書
）「
研
究
年
報
」
第
2
号

　
　
　
G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
向
き
合
う
か

国
語
講
座
（
３
回
）

（
書
）「
研
究
年
報
」
第
3
号

　
　
　
子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
と

　
　
　
　
学
校
の
困
難
に
ど
う
向
き
合
う
か

哲
学
ゼ
ミ
siru
be　「

人
間
教
育
の
哲
学
史
」
終
了

哲
学
ゼ
ミ
siru
be　「

人
間
と
そ
の
術
」
ス
タ
ー
ト

国
語
講
座
（
２
回
）

（
書
）「
研
究
年
報
」
第
4
号

　
　
　
子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
・

　
　
　
　
　
　
学
校
の
困
難
の
背
景
検
討
…

国
語
講
座
（
２
回
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

91
号

92
号

（
別
）

93
号

94
号

95
号

96
号

（
別
）

97
号　

98
号

99
号

100
号

101
号

（
ブ
）

102
号

103
号

104
号

105
号

106
号

107
号

108
号

109
号

110
号

111
号

112
号

113
号

114
号

115
号

116
号

117
号

今
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て

「
生
き
る
こ
と
」
と
し
て
の
表
現
　

19
号
　
道
徳
の
授
業
を
つ
く
る
他

日
本
の
教
育
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
　

宮
城
の
教
育
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か

岩
川
直
樹
講
演
「
30
セ
ン
チ
の
向
こ
う
側
へ
」

映
画
「
学
校
」
を
創
る
中
で
考
え
た
こ
と
（
阿
部
勉
）

20
号
　
１
年
生
、
今
日
も
元
気
い
っ
ぱ
い
　
他

い
ま
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
　

山
極
寿
一
さ
ん
の
高
校
生
公
開
授
業
概
要

コ
ロ
ナ
休
校
で
子
ど
も
・
学
校
・
教
育
は

１
	コ
ロ
ナ
禍
の
夏
に
生
き
る
、
考
え
る
　

２
	「
セ
ン
タ
ー
つ
う
し
ん
」
100
号
を
迎
え
て
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
科
学
的
教
育
活
動
　

山
極
寿
一
「
サ
ル
化
す
る
人
間
社
会

	
	

～
ゴ
リ
ラ
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

災
厄
時
代
の
10
年
を
想
う

コ
ロ
ナ
禍
の
1
年

児
美
川
孝
一
郎
「
G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
が
主
役
の
教
育
」

座
談
会
「
G
IG
A
ス
ク
ー
ル
　
学
校
現
場
の
今
と
課
題
」

子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
と
今

G
IG
A
ス
ク
ー
ル
問
題
	Ⅲ

子
ど
も
た
ち
と
平
和
を
考
え
る

今
、
子
ど
も
と
学
校
は
　

I	子
ど
も
と
共
に
生
き
る
教
師
へ

II 子
ど
も
た
ち
と
平
和
を
考
え
る
2

子
ど
も
と
遊
び

子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
と
学
校
づ
く
り

学
校
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

授
業
づ
く
り
・
学
校
づ
く
り

研
究
セ
ン
タ
ー
30
周
年
	Ⅰ

研
究
セ
ン
タ
ー
30
周
年
	Ⅱ

研
究
セ
ン
タ
ー
30
周
年
	Ⅲ

	
2
月

	
4
月

	
1
月

	
2
月

	
7
月

11
月

	
6
月

12
月

	
1
月

	
9
月

11
月

	
2
月

	
6
月

12
月

高
校
生
公
開
授
業
⑩
：
加
藤
公
明

　「
歴
史
探
究
	な
ぜ
？
を
問
う
お
も
し
ろ
さ
」

岩
川
直
樹
「
30
セ
ン
チ
の
向
こ
う
側
へ
」

高
校
生
公
開
授
業
⑪
：
山
極
寿
一

　「
サ
ル
化
す
る
人
間
社
会

　
　
　
　
　
～
ゴ
リ
ラ
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

田
中
孝
彦
「
教
育
・
子
育
て
の
危
機
の
中
で

　
　
　
～
大
田
堯
の
仕
事
か
ら
学
び
直
し
を
」

児
美
川
孝
一
郎
「
G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
が
主
役
の
教
育
」

増
山
均
「
鈴
木
道
太
の
実
践
に
学
ぶ
」

（
シ
）「
G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」
下
の

　
　
　
子
ど
も
と
学
校
、
教
育
と
授
業
を
考
え
る

映
画
の
つ
ど
い
大
田
堯
「
か
す
か
な
光
へ
」

　
　
※
宮
城
子
ど
も
を
守
る
会
と
共
催

藤
田
康
郎
「
子
ど
も
た
ち
と

　
　
　
　
　
　
　
　
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
」

窪
島
務
「
す
べ
て
の
子
ど
も
に
確
か
な
教
育
を
」

高
校
生
公
開
授
業
⑫
：
高
橋
源
一
郎

　
　
　「
ぼ
く
ら
の
学
校
な
ん
だ
ぜ
」

佐
藤
学
「
子
ど
も
と
学
校
の
危
機
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
克
服
す
る
か
」

（
シ
）
地
球
時
代
こ
れ
か
ら
の
教
育
を
ど
う
創
る
か

　
　
　
　
堀
尾
輝
久
・
千
葉
建
夫
・
須
藤
道
子

　
　
　
　
久
保
健
・
伊
藤
慶

高
校
生
公
開
授
業
⑬
：
ロ
バ
ー
ト
	キ
ャ
ン
ベ
ル

　
　
　「
戦
争
の
な
か
の
言
葉
へ
の
旅
」

同
上

代
表
・
数
見
隆
生

所
長
・
高
橋
達
郎

事
務
局
・
清
岡
修

同
上

同
上

同
上

同
上

2
0
1
9

2
6
期

2
0
2
0

2
7
期

2
0
2
1

2
8
期

2
0
2
2

2
9
期

2
0
2
3

3
0
期

2
0
2
4

3
1
期
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　教育への思い・
　　　センターへの期待（その３）

　子どもの“理
わ け

由”を聞く耳をもつ大人に
 

鎌　田　克　信　

　ベテランのＡ先生は、授業中、立ち歩きをする子どもが複数いる３年生の担任になりました。その一人が、

Ｂさんです。２年生のときは、立ち歩くと厳しく叱られていました。

　学年が上がっても、立ち歩きは続きました。先生は、注意はしても、「なぜ歩きたくなるの？」と穏やか

な声で聞き続けました。いつも返事は「わかんない」。それでも先生は、なぜ歩き回るのか観察し続けました。

　そんな先生に、子どもたちは、「厳しくしないと言うことを聞かないよ」と言います。先生は、「自分の頭

で考え、自分の心で気持ちを抑えられるようになってほしいんだよ。」と返しました。

　ある日、先生は気づきます。Ｂさんの立ち歩く先は、黒板脇の壁の前が多いのです。「なぜここに来るの？」

と聞くと、「時計が見えないから」と答えました。視力が低いＢさんの席は、教室の前方ですが、時計から

は遠いのです。先生は考えました。「Ａさんの近くに時計を設置したらどうだろう。」そこで、用務員さんに

時計を設置してもらいました。それと、小さな時間割を机の左隅に貼りました。もちろん、学級の子どもた

ちには、時計が増えた理由を説明し「うん、いいよ！」と合意も取り付けました。

　「時計が見えるから、立たなくていい！　時間割があるから、次が何かもわかる！」と、Ｂさんはうれし

そうに話しました。

　もちろん、Ｂさんが歩き回る“理由”は、これだけではありません。それでも、立ち歩くには“理由”が

あり、それを聞き取ることで、本人はもちろん、他の子どもたちも仲間への理解を深めていきました。先生

は、子どもの“理由”を感じ、理解し、子どもたちと確かめ合っていったのです。そして、その“理由”を

代弁して見せたのです。

　子どもたちの行動には必ず“理由”があります。子どもも先生も、その“理由”にふれることで互いの眼

差しを温かく、豊かにしていきます。大人が“理由”を聞く耳を研ぎ澄まし、一緒に考えてくれることを、

子どもたちは求めているのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北福祉大学）

　母として、教師として 〜模倣の天才たちへ〜

玉　手　まなみ　

３歳になった娘との会話より

「お母さんペーパーとってあげる。」

「どうもありがとう。結ちゃんやさしいね。」

「なんでそんなにやさしいの？」

「結ちゃん強くなったから。」

「そうかぁ。強くなるとやさしくなるんだぁ。どうして強くなったの？」
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「うーんとね……、母さん見てたから。」（えっ！！　そう来る！？（笑））

「母さん見てたら強くなったんだ！　母さんそんなに強いの？」

「うん！」

「どれくらい強いの？」

「これくらい！」（力強くファイティングポーズ！）

…母娘の会話は続く…（※お気づきかと思いますが場所はトイレです。）

１学期までは小学校で６年生を担任していましたが、現在は第２子出産を控えて産休を取り、娘とともに

実家に里帰り中です。先送りしていたトイレトレーニングを始め、彼女のトイレには私が付き添い、彼女も

また私のトイレに付き添ってくれます。

自分が３歳だった時の記憶はないので、３歳って自分の考えをしっかり表現できるし、いろいろなことが

できるものだなぁと日々驚かされています。記憶力も抜群です。

でも驚くようなことでもないのかもしれません。まだ３歳ではなく、もう３歳。ものすごい集中力で情報

を収集して、模倣して、感覚を養って、を繰り返して成長してきています。周囲の人の行動や状況を読み解

き、すぐさま自分で再現しようとする機能は大人を圧倒します。

母としても、担任としても、子どもたちと関われるのはそれぞれ限られた時間です。こちらが教えようと

思って伝えられることもきっとほんの一部。

子どもたちの

　・日常にあふれる幸せなことを見つけて自分の機嫌を自分でとれる。

　・心や体の調子が良くないとき、必要な栄養を食事で摂り、睡眠をとって回復できる。

　・自分の力が足りないとき、人に頼ることができる。

そんな人への成長を願っています。

模倣の天才たちへ“ほんの一例です”と、ご機嫌な姿と、ご機嫌ではいられない時にはしっかり周りを頼

る姿を見せながら、子育てと仕事を楽しんでいきたいと思います。　　　　　　　　　　（柴田・東船岡小）

　教育に「自由」を取り戻す   　 渡　辺　孝　之
　

２０２３年度の児童生徒の不登校が前年度より５万人余り増加し３５万人を超えました。一方教職員の精神

疾患による病気休職者も２０２２年度６５３９人で過去最多となっています。

教職員の精神疾患病気休職者の傾向を調べると横ばいが続く時期と急増した時期があることがわかりまし

た。顕著なのは２００３年から５年にかけてです。

　２００３年２６８７人　２００５年４１７８人（１４９１人増）

この時期の教育政策を年表からピックアップしてみました。

　２０００年　４０人学級の学級編制改定見送り

　２００１年　習熟度別授業の実施

　２００２年　「学びのすすめ」で宿題奨励、学校５日制実施でも「学力低下」で授業時数増

　２００３年　「指導力不足教員」３名を免職、中教審が教育基本法「改正」を提言

　２００４年　教員免許更新制検討

　２００５年　「ゆとり教育」転換

　２００６年　「改正」教育基本法成立
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　２００７年　全国学力テスト実施

教育基本法「改正」を頂点としながらも、その前後に新自由主義的教育改革が次々と進められています。

それらの改革と精神疾患による病気休職者の増加の因果関係はわかりません。けれども、どんどん管理統制

が強制され、教員の裁量が制限され自由がなくなっていることは間違いありません。これに引き続いて、学

校には許容を許さない「ゼロ・トレランス」と呼ばれる生徒指導や画一的指導をもたらす「スタンダード」

が席巻し始めます。

多様性の社会と言われながらも、教育では多様性への対応が部分的です。教育は、子どもたち一人ひとり

の幸せの実現のためにあるものであり、そのためには子どもたち一人ひとりに寄り添ったものでなければな

りません。同時に、個別ではなく共同を重ねて他者と関わり子どもは成長していくものです。そのために教

師は試行錯誤を繰り返します。その営みの保障が必要です。

教育文化研究センターには、奮闘する教職員に対し、自由を取り戻し、教育を魅力ある仕事だと思えるた

めの発信を続けていただきたいと思っています。　　　　　　　　　　　（宮城県教職員組合　執行委員長）

　私たち自身が新自由主義から解放されるために
 

高　橋　正　行　

　新自由主義が世界を覆い、残念ながら私たち自身もそれに蝕まれている。自己責任論と対をなす「自分さ

えよければいい」という考え方である。長い間教員をしてきたが、本来、協力・協同で成り立つ学校が意外

にもこの自己責任論に毒されている。子ども・生徒たちに「いじめは良くない」と言いながら、教員同士の

間にいじめが蔓延する学校。教職員ばかりか管理職までもが、教員同士のいじめを目の当たりにしながら、

見て見ぬふりをする、最悪は管理職自身がそのいじめグループの一員となる。その方が管理職として教職員

管理がうまくいき、管理職としても良い評価が得られると勘違いするからである。

　未組合員の教職員組合への勧誘の断り方も気になる。「組合に入らなくても賃金や権利が改善されるとき

は組合員でなくても改善される。組合に加入する意味を感じない」である。

　世界の平和が脅かされ、日本の平和も危うい時代になっている。地球温暖化等、環境破壊も危機的であり、

日本の政治は目を覆いたくなる状態が続いている。これだけの社会矛盾に対し、何故若者は声を上げないの

か？　と思ってきたが、このような若者を育てたのは私たちの教育であり、「自分さえよければいい」と考

える私たち教師だったのである。私たちさえも蝕むこの新自由主義から解放されるにはどうすればいいのか

と考える日々である。

　最後に研究センターへの要望を述べたい。ＧＩＧＡスクール構想・実施により多くの職場そして教職員は

疲弊し子どもたちも苦しんでいる。このような状況の中で研究センターが様々な学習会等を実施し問題点の

解明等に取り組んできたことは理解できる。しかし、教育文化の研究を通し次の時代の教育の在り方を展望

する組織であれば、広く教職員・市民に対しても声明を発する等、積極的なアピールを行うべきではないだ

ろうか。

　東北大学は国際卓越研究大学に認定され、今後毎年１００億円が交付されることが大きなニュースになっ

ている。しかし、これは本当に手放しで喜べることなのだろうか。軍事研究等、大学が抱える問題は深刻で

ある。研究センターはこのような時こそ、冷静にしっかりと市民や社会にアピールしていく役割があるので

はないかと考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮城県教育会館理事長）
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Ｓ
君
は
中
学
３
年
だ
が
、
こ
こ
５
年
ほ
ど
学
校
に
行
っ

て
な
い
。

Ｓ
君
の
母
は
私
が
も
と
勤
め
て
い
た
施
設
の
利
用
者

さ
ん
だ
っ
た
。
退
所
後
１
年
に
２
回
ほ
ど
訪
問
し
て
い

た
。
母
子
世
帯
で
も
あ
り
退
所
後
の
苦
労
は
精
神
面
、
経

済
面
、
子
育
て
面
で
相
当
な
も
の
が
あ
る
。
精
神
的
に
病

み
こ
こ
１
年
半
の
間
２
度
ほ
ど
入
院
し
て
い
る
。
兄
が
２

人
い
る
が
最
近
勤
め
始
め
た
と
い
う
。
Ｓ
君
は
孤
独
だ
。

私
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
に
勤
め
て
い
た
し
、
養
護

施
設
の
子
ど
も
（
Ｔ
君
）
の
ふ
れ
あ
い
里
親
に
な
っ
て
い

て
時
々
泊
ま
り
に
来
る
の
で
、
時
々
Ｓ
君
を
さ
そ
っ
て
は

外
出
な
ど
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｓ
君
の
母
も
自
分
は
体

調
悪
く
て
ど
こ
に
も
連
れ
て
い
け
な
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
と
信
頼
を
寄
せ
て
く
れ
て
い
た
。

一
昨
年
４
月
、
Ｓ
君
よ
り
「
鼻
詰
ま
り
が
ひ
ど
く
耳

鼻
科
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
入
り
、

す
ぐ
駆
け
付
け
た
。
そ
の
時
び
っ
く
り
し
た
の
だ
が
、
自

分
の
住
所
が
書
け
な
か
っ
た
。
生
活
状
況
を
き
く
と
お
母

さ
ん
が
置
い
て
行
っ
て
く
れ
た
お
金
で
弁
当
な
ど
買
っ

て
細
々
生
活
し
て
い
た
よ
う
だ
。
外
出
に
誘
い
、
朝
な
に

を
食
べ
た
か
聞
く
と
飴
玉
１
個
と
か
、
夕
食
は
食
パ
ン

に
ジ
ャ
ム
を
つ
け
食
べ
て
い
る
と
い
う
。
着
て
い
る
も

の
も
い
つ
も
同
じ
。
散
髪
も
自
分
で
し
て
い
る
と
い
う
。

駅
前
で
待
ち
合
わ
せ
た
と
き
は
１
時
間
か
け
て
歩
い
て

き
た
と
い
う
。
ま
さ
に
生
存
権
、
学
習
権
、
社
会
体
験
な

ど
奪
わ
れ
、
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
少
年
が
目
の
前

に
い
た
。
私
の
知
り
合
い
に
も
声
掛
け
食
料
な
ど
差
し
入

れ
た
。

放
っ
て
お
け
な
い
と
児
童
相
談
所
（
児
相
）
に
通
報

し
た
が
何
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

月
に
２
度
ほ
ど
外
泊
を
さ
そ
う
と
喜
ん
で
く
る
よ
う

に
な
っ
た
。
電
車
の
乗
り
方
や
料
理
を
覚
え
た
り
、
掛
け

算
九
九
や
漢
字
を
覚
え
た
り
し
た
。
ま
た
山
に
登
っ
た

り
、
農
業
を
手
伝
っ
た
り
、
古
川
の
ポ
ニ
ー
牧
場
に
連

れ
て
行
っ
た
り
も
し
た
。
Ｔ
君
や
ホ
ー
ム
の
Ｋ
君
も
い

る
の
で
ふ
ざ
け
た
り
笑
顔
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

力
の
あ
る
子
ど
も
だ
っ
た
。

７
月
末
、
Ｔ
君
と
一
緒
に
泊
ま
り
に
来
た
。
Ｔ
君
は

２
泊
で
帰
っ
た
が
Ｓ
君
は
も
う
１
泊
す
る
と
い
う
。
ち
ょ

う
ど
月
曜
日
だ
っ
た
の
で
児
相
に
本
人
か
ら
電
話
さ
せ

る
。
午
後
面
接
に
つ
な
が
り
送
迎
す
る
。
明
日
登
校
の
制

服
や
準
備
も
あ
り
夕
食
後
自
宅
へ
帰
し
た
。
夜
10
時
過
ぎ

ピ
ン
ポ
ン
と
な
る
。
自
宅
の
カ
ギ
が
閉
め
ら
れ
て
い
た

と
。
自
宅
に
は
も
う
帰
り
た
く
な
い
と
。
翌
日
私
服
の
ま

ま
私
も
一
緒
に
登
校
。
校
長
先
生
、養
護
の
先
生
と
話
す
。

学
校
に
も
Ｓ
君
の
こ
と
で
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。
学
校
か
ら
も
児
相
に
連
絡
。
そ
の
日
の
午
後
に

や
っ
と
一
時
保
護
に
つ
な
が
っ
た
。
今
後
良
い
環
境
の
中

で
育
て
ら
れ
、
本
人
の
希
望
す
る
進
路
が
保
障
さ
れ
将
来

に
結
び
つ
く
よ
う
に
願
っ
て
や
ま
な
い
。
い
つ
か
ま
た
会

え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
。

（
宮
城
子
ど
も
を
守
る
会
）

　　　いつかまた会える日を
　　　　　 〜不登校Ｓ君とかかわって〜

貝　塚　順　子

寄  稿
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『ぶ た に く』
大西暢夫　写真・文　幻冬舎　２０１０年 

　今話題の本に、『もうじきたべられるぼく』という絵本があります。

もうすぐ食べられることが分かっている子牛が、食べられる前に故

郷の母親にひと目会おうと帰省する話です。私たちが食べている牛

肉になる牛も、もともとは生きていたということ、また産んでくれ

た母親がいることを思い出させる絵本です。読んでいて切なくなり、

命を無駄にしてはいけないと思わせる本です。

　今回紹介する本は、同じテーマですが、フィクションではなく、事実を写真で知らせている絵本です。

絵本の豚は、鹿児島県鹿児島市の郊外にある「ゆうかり学園」という知的障害のある人たちの福祉施

設で育てられています。そして、ここでは生まれた豚を育てるだけでなく、肉に加工して販売するま

でを行っています。その過程を丁寧に追って、写真で説明しています。

　多くの母豚は、１年に２～３回出産し、それを４年間くり返して、生涯で８０匹以上の子豚を産む

そうです。そして、子豚が生まれると、子豚がくわえる母豚の乳首は、生まれてから２日ほどで決ま

るといいます。強いものがよく乳が出る乳首を選び、どんどん大きくなっていくのだそうです。

　そして、生まれてから１０ヶ月ほどしかたっていない若い豚が、肉にされてしまいます。トラック

に乗せるときに職員の方が、「と場に連れて行く仕事が一番つらい」と話していました。日本では、毎

日６万頭もの豚が肉になっているそうです。豚は、人間が作った流れの中に生きています。豚は、人

間の都合で生かされているのです。最後の言葉、「すべてを食べ尽くしてこそ、むくいることだと僕は

思う。」が心に刺さります。

　私は現役の時、給食がたくさん残ることに、とても心が痛みました。きっと今もたくさん残されて

いることでしょう。完食を強制するのは良くないでしょうが、肉や魚は､ 尊い命をいただいているこ

とを、子どもたちに伝えていきたいものです。

『もうじきたべられるぼく』は低学年向けですが、この本は、高学年の子どもたちに、ぜひ読ん

で聞かせたい１冊です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（元小学校教員）

　
　
　 

お
す
す
め
映
画

   
　
　﹃
母

べ

え
﹄　

山
田
洋
次 

監
督
　
吉
永
小
百
合 

主
演
　
２
０
０
８
年 

太
平
洋
戦
争
前
後
の
東
京
を
舞
台
に
、
反
戦
思
想
ゆ
え
に
治
安
維
持
法

違
反
の
容
疑
で
投
獄
さ
れ
た
夫
と
、
留
守
を
守
る
妻
・
娘
・
親
戚
や
教
え

子
た
ち
と
の
交
流
・
悲
喜
を
（
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
な
が
ら
）
描
い
た
作
品
。

マ
ル
ク
ス
主
義
の
ド
イ
ツ
文
学
者
・
野
上
巌
の
次
女
・
照
代
氏
の
自
伝
的

小
説
に
基
づ
く
。

「
非
国
民
・
国
賊
」
と
し
て
反
戦
思
想
を

弾
圧
し
た
警
察
官
・
検
察
官
、
善
悪
の
判

断
を
停
止
し
て
治
安
維
持
法
体
制
に
順
応

し
て
い
っ
た
知
識
人
、「
ぜ
い
た
く
は
敵
だ
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
貴
金
属
を
供

出
す
る
よ
う
迫
る
婦
人
会
、
離
婚
を
迫
る

実
父
。
そ
れ
ら
の
冷
た
い
視
線
を
浴
び
な

が
ら
懸
命
に
生
き
た
夫
婦
の
苦
悩
が
じ
わ

じ
わ
伝
わ
っ
て
く
る
。
当
時
の
社
会
を
知

る
格
好
の
歴
史
教
材
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

作
品
の
根
底
に
あ
る
精
神
に
つ
い
て
、
監
督
の
山
田
洋
次
氏
は
書
い

て
い
る
。「
自
信
満
々
で
、
お
れ
は
正
し
い
と
信
じ
込
ん
で
い
る
人
は
、

…
…
他
人
を
思
い
や
る
、
あ
る
い
は
他
人
の
気
持
ち
を
察
す
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
い
つ
も
傷
つ
い
て
、
弱
音
を
吐
か

ざ
る
を
得
な
い
立
場
や
環
境
に
い
る
し
か
な
い
人
は
、
我
が
こ
と
の
よ
う

に
、
他
人
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
の
中
の
明
る
い
場
所
を
ず
っ

と
歩
ん
で
き
た
人
に
は
、
陰
を
歩
い
て
い
る
人
の
悲
し
み
が
分
か
ら
な
い

と
思
う
」
と
。

そ
の
精
神
は
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
か
ぶ
せ
て
朗
読
さ
れ
る

詩
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
（
野
上
巌
の
作
品
「
妻
に
与
え
る
詩
」
の
一
部
）。

最
初
に
映
画
館
で
見
た
と
き
、
私
は
そ
の
朗
読
を
聞
い
て
涙
が
止
ま
ら
な

く
な
り
、
最
後
の
一
人
に
な
る
ま
で
席
を
立
て
な
か
っ
た
。
身
を
粉
に
し

て
働
き
、
子
ど
も
を
育
て
、
戦
争
を
嫌
い
、
慎
ま
し
く
真
面
目
に
生
き
よ

う
と
す
る
生
身
の
人
間
を
苦
し
め
る
間
違
っ
た
社
会
。
そ
ん
な
時
代
に
抗

う
静
か
な
怒
り
こ
そ
、
戦
後
教
育
を
担
う
私
た
ち
が
決
し
て
忘
れ
て
は
い

け
な
い
原
点
な
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
校
教
員
）

読
書
の
す
す
め
（
第
18
回
） 

　
　
矢
部
智
江
子

豊
永
　
敏
久
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相談センター報告
 （第３７回）

は
じ
め
に

相
談
セ
ン
タ
ー
に
来
て
い
る
子
の
話
を
聞
く
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
新
鮮
で
面
白
い
。
一
方
で
、
自
分

の
こ
れ
ま
で
の
教
師
生
活
を
振
り
返
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
聞
く
学
校
の
話
、

親
の
話
を
聞
く
に
つ
け
、
学
校
や
教
師
た
ち
に
よ
る

価
値
観
の
押
し
付
け
を
強
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
し
て
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
へ
と
成
長
し
、
親
へ

の
反
発
の
気
持
ち
を
表
し
つ
つ
も
親
の
気
持
ち
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。
子
ど

も
っ
て
そ
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
…
…
今
さ
ら
な

が
ら
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
中
学
生
の
も

の
の
見
方
や
考
え
方
の
鋭
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

そ
ん
な
会
話
の
中
か
ら
、
一
つ
紹
介

「
先
生
た
ち
は
、
何
か
に
つ
け
、『
君
た
ち
は
先
輩
た

ち
か
ら
代
々
〇
〇
中
魂
を
受
け
継
い
で
い
る
か
ら
頑

張
れ
！
』
と
言
い
ま
す
。
〇
〇
中
魂
と
言
わ
れ
て
も

気
持
ち
は
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。」

〇
〇
中
魂
と
聞
く
と
、
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
何

事
に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
く
、
倒
れ
て
も
立
ち
上
が
っ

て
頑
張
る
、
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
る
、
一
致
団
結

な
ど
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
中
学
校
は
、
中
総
体
や
文
化
祭
、
体
育
祭
、

定
期
テ
ス
ト
、
そ
の
ほ
か
に
も
行
事
が
あ
る
。
そ
の

度
に
〇
〇
中
魂
を
植
え
付
け
ら
れ
て
、
奮
起
す
る
子

も
い
れ
ば
、
興
ざ
め
す
る
子
も
い
る
。
往
々
に
し
て
、

教
師
は
口
に
し
が
ち
。
で
も
興
ざ
め
し
て
い
る
子
が

い
る
こ
と
の
存
在
は
見
え
て
は
い
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、「
魂
」

と
い
う
漢
字
だ
け
で
は
な
く
、
行
事
ご
と
に
使
っ
て

き
た
「
心
を
一
つ
に
」「
団
結
」
も
。
も
し
か
し
て
、

こ
う
い
う
言
葉
が
い
や
だ
っ
た
子
は
少
な
か
ら
ず
教

室
に
は
い
て
、
そ
の
子
た
ち
は
「
反
対
」
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
な
か
っ
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
は
？
　
と
反

省
さ
せ
ら
れ
る
。
か
っ
こ
い
い
と
思
わ
れ
る
言
葉
を

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
押
し
付
け
て
し
ま
っ
て
い

た
の
か
も
…
…
言
葉
の
重
み
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
、
気

づ
か
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
気
づ
か
せ
て

く
れ
た
相
談
セ
ン
タ
ー
に
来
る
子
た
ち
に
感
謝
で
あ

る
。宮

城
県
は
、
不
登
校
ワ
ー
ス
ト
１
！

　
　
　
　
他
県
か
ら
来
た
学
生
の
話
か
ら
～

宮
城
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
習
塾
の
窓
に
、
〇
〇

高
△
人
合
格
！
　
と
書
い
た
紙
が
貼
っ
て
あ
る
こ
と

に
驚
い
た
。
競
争
が
常
態
化
し
て
い
る
。
自
分
の
出

身
の
県
で
は
、
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
は
の
ん
び
り
し

て
い
る
、
と
。
他
県
か
ら
宮
城
に
来
た
学
生
た
ち
は
、

宮
城
の
子
ど
も
た
ち
は
、
競
争
を
強
い
ら
れ
て
大
変

と
話
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
貼
り
紙
だ
け
が
不

登
校
の
原
因
と
は
思
え
な
い
が
。
さ
ら
に
、
教
師
た

ち
の
働
き
方
が
ブ
ラ
ッ
ク
と
言
わ
れ
、
そ
の
影
響
が

子
ど
も
た
ち
に
出
て
い
る
の
で
は
？
　
教
師
た
ち
の

疲
労
感
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
敏
感
な
子
ど
も

た
ち
に
移
り
、
子
ど
も
た
ち
も
疲
れ
て
し
ま
う
。
先

生
に
自
分
を
見
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
も
見
て
く
れ
な

い
。
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
く
て
も
聞
い
て
も
ら
え

な
い
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
気
持
ち
を

し
ま
い
こ
ん
で
し
ま
う
。
友
だ
ち
と
も
話
さ
な
く
な

る
。
自
分
は
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
、
比
べ
る
必
要

が
な
く
て
も
人
と
比
べ
て
し
ま
う
。
気
に
す
る
こ
と

は
な
い
と
伝
え
て
も
気
に
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
不

安
に
な
る
。
特
に
中
学
生
は
、
試
験
に
よ
り
、
順
位

を
つ
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
実
の
成
績
を
突
き
つ

け
ら
れ
て
し
ま
う
。「
あ
の
子
は
成
績
が
い
い
。
頭
が

い
い
。」
自
分
も
も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
…
…
そ
う

い
う
中
で
、
頑
張
れ
る
子
も
い
れ
ば
、
や
る
気
を
な

く
し
て
し
ま
う
子
も
い
る
。
そ
し
て
、
学
校
に
行
け

な
い
、教
室
に
入
れ
な
い
状
況
に
な
る
。
自
分
を
見
て
、

話
を
聞
い
て
く
れ
る
場
。
そ
れ
が
今
相
談
セ
ン
タ
ー

に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
楽
し
い
、余
裕
の
あ
る
時
間
、

気
楽
な
友
達
と
の
付
き
合
い
方
が
あ
る
と
い
い
の
に

と
思
う
。

家
族
の
方
と
の
面
談
を
通
し
て

家
族
の
方
と
の
面
談
で
新
た
に
知
る
事
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
自
分
の
子
の
特
性
を
分
析
し
、
調
べ
、
い

ろ
い
ろ
な
支
援
団
体
や
会
に
た
ど
り
着
く
。
そ
の
先

の
支
援
の
方
法
～
そ
れ
は
我
が
子
に
合
っ
た
支
援
の

方
法
。
学
校
も
困
っ
て
い
る
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
今
の
多
忙
な
現

場
で
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
か
！？
　

登
校
し
ぶ
り
の
子
の
対
応
に
つ
い
て
、
学
校
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
多
い
が
、
正
直
今
の
多
忙
な
現
場
で

は
、
学
校
の
体
制
よ
り
、
個
々
の
教
師
の
受
容
す
る

気
持
ち
と
力
量
と
時
間
（
勤
務
時
間
外
）
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
担
任
任
せ
に
な
っ
て
い
る
。
登
校

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
状
況
は
、
一
人
ひ
と
り
本

当
に
実
態
が
異
な
り
、
対
応
も
異
な
る
。
社
会
全
体

で
受
け
止
め
、
理
解
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
多
い
。
せ
め
て
、
学
校
全
体
で
理
解
を
広
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
…
そ
う
し
な
い
と
、「
個
性
の

尊
重
」「
個
に
応
じ
た
指
導
」
と
い
う
言
葉
も
う
わ
べ

だ
け
の
か
っ
こ
い
い
言
葉
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

最
後
に

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
対
一
で
向
き
合
い
、
お

し
ゃ
べ
り
や
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る
。
笑
顔

で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
っ
て
帰
っ

て
い
く
姿
に
「
あ
あ
今
日
も
来
て
く
れ
た
」
と
い
う

安
心
感
を
覚
え
る
。
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
う
日
々
で
あ
る

みやぎ教育相談センター相談員　佐々木　久　美

「
み
や
ぎ
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
２
・
２
７
２
・
４
１
５
２

土
・
日
曜
と
祝
日
を
の
ぞ
き
　

　
　
　
　
　
　
　
１０
時
か
ら
１７
時

子 ど も の 笑 顔 が
　 　 見 ら れ る よ う に
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︿
10
月
﹀

３
日
（
水
）
河
北
新
報
「
３
・
11
高
校

生
調
査
」
に
つ
い
て
の
取
材

11
日
（
金
）
第
９
回
事
務
局
会
議
　

12
日
（
土
）
午
前
・
研
究
部
会
　
午
後
・

　『
教
育
』（
10
月
号
）
を
読
む
会

21
日
（
月
）
ゼ
ミ
ナ
ー
ルsiru

b
e

『
人

間
と
そ
の
術
』
第
６
講
１
「
術
の

現
在
」

27
日
（
日
）「
２
０
２
４
み
や
ぎ
教
育
の

つ
ど
い
」
フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台

︿
11
月
﹀

２
日
（
土
）
研
究
部
会

11
日
（
月
）
道
徳
と
教
育
「
福
沢
諭
吉
」

16
日
（
土
）
午
前
・『
教
育
』（
11
月
号
）

を
読
む
会

　
　
午
後
・
第
２
回
こ
く
ご
講
座
「
説

明
文
の
読
み
方
」

22
日
（
金
）
第
10
回
事
務
局
会
議

25
日
（
月
）
ゼ
ミ
ナ
ー
ルsiru

be

『
人
間

と
そ
の
術
』
第
６
講
２
「
術
の
倫

理
学
」

27
日
（
水
）
第
２
回
運
営
員
会
（
11
名

参
加
）

30
日
（
土
）
午
前
・
つ
む
ぎ
の
子
ど
も
園
、

マ
ル
シ
ェ
（
竹
と
ん
ぼ
）

　
　
午
後
・
仙
台
市
民
の
会
講
演
会
「
校

則
を
な
く
し
た
中
学
校
」（
西
郷
孝

彦
）

︿
12
月
﹀

３
日
（
火
）
朝
日
新
聞
（
三
浦
）「
３
・

11
引
き
渡
し
問
題
」
取
材

６
日
（
金
）
朝
日
新
聞
（
石
橋
）「
３
・

11
高
校
生
」
遺
族
と
の
懇
談
（
石
巻
）

　
　
夜
・「
国
語
ナ
ヤ
ン
デ
ル
タ
ー
ル
」

『
海
の
い
の
ち
』

７
日
（
土
）「
教
育
の
つ
ど
い
」
第
４
回

実
行
委
員
会

14
日
（
土
）
２
０
２
４
年
高
校
生
公
開

授
業

　
　『
戦
争
の
な
か
の
言
葉
へ
の
旅
』

　
　
　
　
　
ロ
バ
ー
ト	

キ
ャ
ン
ベ
ル

21
日
（
土
）
午
前
・『
教
育
』（
12
月
号
）

を
読
む
会

　
　
午
後
・
研
究
部
会

23
日
（
月
）
ゼ
ミ
ナ
ー
ルsiru

be

『
人
間

と
そ
の
術
』
６
講
３
「
技
術
か
ら

芸
術
へ
」

27
日
（
金
）
第
11
回
事
務
局
会
議

編
集
後
記

　
10
年
前
の
２
０
１
５
年
に
『
み
や
ぎ

教
育
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
創
立
20
周
年

記
念
誌
』
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
10
年
、
セ
ン
タ
ー
は
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
き
た
か
、
20
年
誌
を
ま
と
め

た
千
葉
建
夫
さ
ん
に
、
ま
た
そ
の
後
の

「
10
年
誌
」
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
創
立
か
ら
の
30
年
の
歴
史

を
菅
井
前
所
長
に
作
成
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
未
来
の
教
育
の
発
展
、
子
ど

も
た
ち
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
高
校
生
公
開
授
業
は
、
ロ
バ
ー

ト	

キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
に
お
い
で
い
た
だ

き
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
言
葉
の
問
題
を

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
次
号
で

そ
の
報
告
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　（
達
）
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先
生
の
何
気
な
い
こ
と
ば

佐
藤　

正
夫
（
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
）

　

３
年
生
を
受
け
持
っ
た
時
の
こ
と
。
４
月
の
遠
足
前
日
に
日
程
や
ら
持
ち
物
の
話
を
し
た
。
そ
の

時
弁
当
の
こ
と
も
話
し
た
。
遠
足
に
弁
当
忘
れ
る
子
は
い
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
次
の
よ
う

な
話
を
し
た
。「
お
う
ち
の
人
は
準
備
万
端
お
弁
当
用
意
し
て
く
れ
る
と
思
う
け
ど
、急
に
病
気
に
な
っ

た
り
、
急
用
が
で
き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
よ
な
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
と
き
で
も
泣
か
ず
に
学

校
に
来
い
。
先
生
が
ち
ゃ
ん
と
弁
当
用
意
し
て
や
る
か
ら
。」
本
気
で
は
な
か
っ
た
。
５
月
に
家
庭
訪

問
が
あ
っ
た
。
あ
る
お
母
さ
ん
が
、
そ
の
話
を
聞
い
て
き
た
娘
の
興
奮
ぶ
り
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ

し
て
、「
娘
は
い
っ
ぺ
ん
で
先
生
が
好
き
に
な
っ
た
よ
う
で
す
よ
。」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
た
。
私
に
は

驚
く
べ
き
話
だ
っ
た
。

　

高
学
年
を
持
っ
た
時
の
こ
と
。
活
発
な
女
子
の
陰
に
な
っ
て
、自
信
な
さ
そ
う
に
過
ご
す
子
が
い
た
。

私
が
見
る
に
、
そ
の
子
の
中
に
は
や
さ
し
さ
も
努
力
も
惜
し
ま
な
い
誠
実
さ
が
あ
っ
た
。
毎
年
の
年

賀
状
に
、「
大
丈
夫
、
お
前
な
ら
で
き
る
。
俺
が
保
証
す
る
。」
み
た
い
な
根
拠
の
な
い
エ
ー
ル
を
ず
っ

と
送
り
続
け
た
。
彼
女
が
25
歳
ほ
ど
に
な
っ
た
時
の
こ
と
。
年
賀
状
に
「
私
は
、
や
っ
と
前
を
向
い

て
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
励
ま
し
が
力
に
な
り
ま
し
た
。」
と
あ
っ
た
。
え
っ
！　

あ

の
子
は
自
分
の
力
で
進
め
る
力
が
あ
る
の
に
、
こ
ん
な
に
時
間
が
必
要
だ
っ
た
の
か
！　

と
逆
に
驚

い
て
し
ま
っ
た
。

「
先
生
の
何
気
な
い
こ
と
ば
」
は
、
良
く
も
悪
く
も
こ
ん
な
届
き
方
を
す
る
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
こ
の
作
品
を
書
い
た
よ
う
た
さ
ん
は
、
穏
や
か
な
男
の
子
で
す
。
普
段
は
、
物
静
か
に
過

ご
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
週
１
回
の
日
記
に
は
、
自
分
や
家
族
と
の
こ
と
を
素

直
に
書
い
て
き
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
み
ん
な
の
机
を
揃
え
て
帰
る
と
い
う
当
番
の
仕
事
を
、
毎
日
欠
か
さ
ず
に
行
っ

て
い
ま
す
。
で
も
、
家
で
は
、
お
風
呂
掃
除
を
し
た
く
な
く
て
、
弟
と
勝
負
し
て
当
番
を
決

め
て
い
る
一
面
も
あ
る
な
ん
て
、
よ
う
た
さ
ん
い
い
ね
！
　
じ
ゃ
ん
け
ん
勝
負
で
は
、
弟
の

行
動
パ
タ
ー
ン
を
よ
く
分
析
し
て
、
ほ
と
ん
ど
勝
っ
て
い
る
な
ん
て
、
さ
す
が
兄
だ
ね
！
　

で
も
、
た
ま
に
先
を
読
み
す
ぎ
て
負
け
て
し
ま
う
姿
も
微
笑
ま
し
く
て
い
い
よ
！

　
こ
の
姿
を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
！
　
と
思
い
、
後
日
、
一
枚
文
集
に
載
せ
て
読
み
合
い
ま

し
た
。
弟
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
勝
負
の
場
面
で
は
、
み
ん
な
の
笑
い
と
よ
う
た
さ
ん
の
は
に
か

ん
だ
笑
顔
が
教
室
に
あ
り
ま
し
た
。
よ
う
た
さ
ん
の
人
柄
の
よ
う
に
、
穏
や
か
な
朝
の
時
間

を
み
ん
な
で
過
ご
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
風
景

鈴
木
　
裕
子
（
宮
城
作
文
の
会
）

﹁
作
品
に
つ
い
て
﹂


